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図₁　『関取名勝図絵』扉

（1）

【
翻
刻
と
紹
介
】

二
代
立
川
焉
馬
撰
『
関
取
名
勝
図
絵
』

	

土
屋

　喜
敬

は
じ
め
に

筆
者
は
か
つ
て
、
戯
作
者
・
浄
瑠
璃
作
者
の
二
代
立
川
（
烏
亭
）
焉
馬
（
以
下
、

焉
馬
）
の
相
撲
に
ま
つ
わ
る
作
品
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
加
え
、
江
戸
相
撲
と

の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
し
た（
１
）。

落
語
中
興
の
祖
と
し
て
著
名
な
初
代
と
比
べ
る
と
、

焉
馬
の
評
価
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
。
し
か
し
焉
馬
の
作
品
は
、
江
戸
時
代
後
期

に
お
け
る
相
撲
興
行
の
様
相
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
関
取
名
勝
図
絵
』
を
全
文
翻
刻

し
、
作
品
紹
介
を
試
み
た
。
相
撲
史
、
文
化
史
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

一
　
概
要

翻
刻
の
底
本
と
し
た
相
撲
博
物
館
蔵
本
Ａ（
２
）は

、
龍
（
上
巻
）・
虎
（
下
巻
）
の
二

巻
二
冊
、
焉
馬
撰
・
三
代
歌
川
豊
国
画
に
よ
り
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
正
月
、

南
伝
馬
町
一
丁
目
の
地
本
問
屋
頂
恩
堂
・
本
屋
又
助
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
弘
化
へ

の
改
元
は
天
保
一
五
年
（
弘
化
元
、
一
八
四
四
）
一
二
月
に
行
わ
れ
た
た
め
、
図

１
の
よ
う
に
扉
に
は
天
保
乙
巳
春
と
記
さ
れ
、
刊
記
も
天
保
一
六
年
（
弘
化
二
、

一
八
四
五
）
乙
巳
正
月
で
あ
る
。
書
形
は
中
本
（
法
量
一
八
．
一
×
一
二
．
二
セ
ン
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図₂　『関取名勝図絵』より剣山
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一
五
人
が
西
方
の
力
士
で
あ
っ
た
。
概
ね
龍
は
東
方
、
虎
は
西
方
の
力
士
を
収
録
し

て
い
る
と
言
え
る
。
番
付
表
に
記
さ
れ
た
力
士
は
計
二
七
七
人
な
の
で
、
収
録
力
士

は
そ
の
内
の
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
程
だ
。
江
戸
相
撲
に
は
番
付
表
に
記
さ
れ
な
い
力
士

も
数
多
い
た
め
、
実
際
の
力
士
数
に
占
め
る
収
録
力
士
の
割
合
は
、
一
〇
パ
ー
セ
ン

ト
あ
る
い
は
そ
れ
未
満
で
あ
ろ
う
。
ま
た
弘
化
二
年
春
の
番
付
表
一
段
目
は
二
五
人

で
、
す
べ
て
の
力
士
が
登
場
す
る
。
二
段
目
は
番
付
表
で
は
七
四
人
だ
が
、
収
録
さ

れ
た
の
は
一
二
人
の
み
で
、
い
ず
れ
も
二
段
目
の
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。『
関
取

名
勝
図
絵
』
に
収
録
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
花
形
力
士
た
ち
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

収
録
順
に
つ
い
て
は
、
龍
は
興
行
の
看
板
と
し
て
別
格
的
な
存
在
で
あ
っ
た
生

月
）
12
（

を
除
く
と
、
東
方
大
関
・
剣
山
谷
右
衛
門
、
関
脇
・
武
隈
文
右
衛
門
、
小
結
・
鏡

岩
浜
之
助
が
描
か
れ
、
番
付
表
の
地
位
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
前
頭
筆
頭
・
小
柳
常

吉
、
二
枚
目
・
友
綱
良
助
と
続
く
が
、
そ
れ
以
降
は
二
段
目
の
力
士
が
先
に
配
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
。
龍
の
収
録
順
は
あ
る
程
度
番
付
表
の
地
位
通
り
だ
が
、
必
ず
し
も

す
べ
て
で
は
な
い
。
一
方
、
虎
の
冒
頭
は
西
方
前
頭
七
枚
目
の
千
田
川
吉
五
郎
で
、

番
付
表
の
地
位
と
は
関
係
な
く
配
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
横
綱
免
許
の
不
知
火
、
そ

の
前
に
西
大
関
・
秀
の
山
が
登
場
す
る
。
以
上
、
龍
・
虎
の
収
録
順
を
見
る
と
、
興

行
の
看
板
を
巻
頭
・
巻
軸
に
収
録
す
る
役
者
評
判
記
と
同
様
の
手
法
で
制
作
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
文
を
一
読
す
る
と
、
力
士
た
ち
を
巧
み
に
風
景
に
例
え
て
紹
介
し
て
い
る
こ
と

が
よ
く
わ
か
る
。
図
２
は
東
大
関
の
剣
山
だ
が
、
阿
波
国
第
一
の
高
山
で
、
廿
山
の

続
き
で
あ
る
こ
と
、
峠
に
阿
武
松
が
あ
り
、
鳴
門
を
見
お
ろ
す
景
色
が
よ
い
、
そ
し

て
沖
に
岩
が
あ
り
、
大
船
が
ぶ
つ
か
る
と
砕
け
る
の
で
人
々
は
恐
れ
て
鰐
石
と
呼
ん

で
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
剣
山
は
出
身
地
の
名
峰
か
ら
名
乗
っ
た
も
の
で
、
図

２
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
鳴
門
の
渦
潮
、
そ
し
て
相
撲
年
寄
・
廿
山
重
五
郎
の
門
弟

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
峠
の
阿
武
松
と
は
、
文
政
一
一
年
に
横
綱
免
許
を
受
け
た

序
に
も
登
場
す
る
相
撲
年
寄
の
こ
と
だ
。
剣
山
は
廿
山
の
没
後
、
阿
武
松
の
門
弟
に

（2）

チ
メ
ー
ト
ル
）、
丁
数
は
龍
一
六
、
虎
一
三
。
題
簽
に
は
龍
虎
そ
れ
ぞ
れ
に
「
関
取

名
勝
図
絵
　
龍
」「
関
取
名
勝
図
絵
　
虎
」
と
あ
る
。
龍
の
冒
頭
に
野
田
舎
に
よ
る

序
文
が
あ
る
が
、
虎
に
跋
は
な
い
。
尾
題
も
な
い
が
、
虎
の
末
尾
に
「
相
撲
名
所
図

会
二
編
　
近
刻
」、
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
当
世
相
撲
金
剛
伝（
３
）』

の
広
告
に
は
「
関

取
名
所
図
会
　
全
一
冊
追
刻
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
『
相
撲
名
所
図
会
』『
関
取

名
所
図
会
』
と
も
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

管
見
の
限
り
だ
が
、
諸
本
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
相
撲
博
物
館
蔵
本

Ｂ
は
、
龍
虎
を
合
冊
し
、
題
簽
に
後
筆
で
「
相
撲
名
所
図
会
　
全
」
と
記
さ
れ
、
扉

や
刊
行
年
を
欠
く（
４
）。

相
撲
博
物
館
蔵
本
Ｃ
は
、
虎
の
み
で
刊
記
に
よ
る
と
弘
化
二
年

正
月
刊
で
あ
る（
５
）。

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
本
は
龍
虎
二
巻
二
冊
、
扉
に
は

弘
化
二
年
、
刊
記
に
は
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
稿
成
、
天
保
一
五
年
三
月
発
行

と
あ
る（
６
）。

栃
木
県
立
図
書
館
黒
崎
文
庫
本
は
弘
化
二
年
刊
で
あ
る（
７
）。

そ
し
て
国
会
図

書
館
蔵
本
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
刊
行
だ（
８
）。

刊
記
か
ら
判
断
す
る
と
『
関
取
名
勝
図
絵
』
は
、
少
な
く
と
も
天
保
一
五
年
三
月

（
狩
野
文
庫
本
）、
天
保
一
六
年
正
月
（
相
撲
博
物
館
蔵
本
Ａ
）、
弘
化
二
年
正
月
（
相

撲
博
物
館
蔵
本
Ｃ
）、
嘉
永
二
年
正
月
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
）
の
四
種
が
存
在

し
、
何
度
か
再
刻
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
黒
崎
文
庫
本
は
未
見
だ
が
、

刊
記
は
天
保
一
六
年
か
弘
化
二
年
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
。
狩
野
文
庫
本
の
天
保

一
五
年
三
月
が
最
も
早
い
が
、
同
書
の
扉
に
は
弘
化
二
年
春
と
あ
る
。
ま
た
次
章
で

紹
介
す
る
収
録
力
士
の
う
ち
、
秀
の
山
雷
五
郎
は
天
保
一
五
年
春
の
段
階
で
は
岩
見

潟
丈
右
衛
門
と
称
し
て
お
り
、
改
称
す
る
の
は
弘
化
二
年
春
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方

で
同
じ
く
本
文
に
登
場
す
る
不
知
火
諾
右
衛
門
は
天
保
一
五
年
春
で
土
俵
を
退
い
て

い
る
。
以
上
か
ら
『
関
取
名
勝
図
絵
』
は
、
遅
く
と
も
天
保
一
五
年
に
は
出
版
の
構

想
が
あ
り
、
弘
化
二
年
正
月
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
不
知
火
は
横
綱
を
免
許

さ
れ
て
お
り
、
土
俵
を
退
い
て
も
な
お
興
行
の
看
板
で
あ
っ
た
た
め
収
録
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。

図
１
の
通
り
扉
に
は
作
品
名
が
大
書
さ
れ
、
右
上
に
「
相
撲
会
所
改
」
と
あ
る
。

相
撲
会
所
は
相
撲
年
寄
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
興
行
を
統
括
す
る
組
織
の
こ
と
。
相
撲

年
寄
が
刊
行
に
責
任
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
冒
頭
で
示
し
、
観
客
や
読
者
の
関
心
を

高
め
た
。
序
文
か
ら
は
魚
市
の
町
に
住
む
野
田
舎
の
も
と
に
集
い
、
酒
を
呑
み
な
が

ら
語
っ
た
相
撲
年
寄
・
阿
武
松
緑
之
助
や
力
士
、
焉
馬
、
絵
師
・
三
代
歌
川
豊
国
と

版
元
の
頂
恩
堂
・
本
屋
又
助
に
よ
り
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
春

の
頃
に
出
せ
し
金
剛
伝
」
は
同
じ
く
焉
馬
撰
で
頂
恩
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
当
世
相

撲
金
剛
伝
』
の
こ
と
で
、
当
時
評
判
を
呼
ん
で
い
た
と
あ
る
。
序
文
で
あ
る
こ
と
は

考
慮
が
必
要
だ
が
、『
関
取
名
勝
図
絵
』
は
焉
馬
を
中
心
に
相
撲
年
寄
や
絵
師
、
版

元
の
協
業
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
言
え
よ
う
。
頂
恩
堂
に
序
文
を
請
わ
れ
た
野
田
舎

に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
狂
歌
師
あ
る
い
は
戯
作
者
で
あ
ろ
う
か
。
魚
市
の

町
に
住
む
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
橋
界
隈
で
活
動
し
た
人
物
と
も
考
え
ら
れ
る
。

天
保
一
四
年
か
ら
弘
化
二
年
は
、
不
知
火
や
秀
の
山
が
横
綱
土
俵
入
り
を
披
露

し
、
大
男
・
生
月
鯨
太
左
衛
門
が
登
場
す
る
な
ど
江
戸
相
撲
の
画
期
で
あ
り（
９
）、

初
代

歌
川
国
貞
が
三
代
歌
川
豊
国
を
襲
名
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
こ
の
期
に
乗
じ
て
相
撲

に
ま
つ
わ
る
作
品
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
焉
馬
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
）
11
（

。
以
下
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
な
か
で
も
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
『
関
取
名
勝

図
絵
』
な
の
だ
。

二
　
収
録
力
士

収
録
力
士
は
、
龍
冒
頭
の
生
月
か
ら
虎
末
尾
の
不
知
火
ま
で
三
九
人
を
数
え
る
。

内
訳
は
龍
が
二
一
人
、
虎
が
一
八
人
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
刊

行
時
に
番
付
表
の
上
位
に
位
置
す
る
当
時
の
人
気
力
士
た
ち
で
あ
る
。
弘
化
二
年
春

の
番
付
表
）
11
（

と
比
較
す
る
と
、
龍
は
二
一
人
の
内
東
方
が
一
八
人
、
虎
は
一
八
人
の
内
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岩
が
あ
り
、
大
船
が
ぶ
つ
か
る
と
砕
け
る
の
で
人
々
は
恐
れ
て
鰐
石
と
呼
ん

で
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
剣
山
は
出
身
地
の
名
峰
か
ら
名
乗
っ
た
も
の
で
、
図

２
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
鳴
門
の
渦
潮
、
そ
し
て
相
撲
年
寄
・
廿
山
重
五
郎
の
門
弟

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
峠
の
阿
武
松
と
は
、
文
政
一
一
年
に
横
綱
免
許
を
受
け
た

序
に
も
登
場
す
る
相
撲
年
寄
の
こ
と
だ
。
剣
山
は
廿
山
の
没
後
、
阿
武
松
の
門
弟
に
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以
上
、
本
文
の
例
を
紹
介
し
た
が
、『
当
世
相
撲
金
剛
伝
』
の
巻
末
広
告
に
は
「
関

取
名
所
図
会
　
関
取
各
の
名
の
り
を
名
所
に
見
立
た
る
風
雅
の
面
白
キ
草
紙
也
）
14
（

」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
役
者
や
遊
女
な
ど
を
名
所
に
見
立
て
た
作
品
は
江
戸
時
代
中
期

以
降
数
多
く
、
新
し
い
趣
向
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
で
も
前
述
の
よ
う
に
『
関
取
名

勝
図
絵
』
は
何
度
か
再
刻
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

観
客
や
読
者
は
『
関
取
名
勝
図
絵
』
を
手
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
相
撲
興
行
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

三
　「
大
相
撲
場
所
之
画
図
」
の
世
界

巻
頭
の
生
月
の
次
に
は
図
４
「
大
相
撲
場
所
之
画
図
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
図
は
山
や
田
圃
、
神
社
ら
し
き
建
物
が
描
か
れ
た
村
落
の
様
相
だ
が
、
力
士
は
一

切
登
場
し
な
い
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、
太
鼓
櫓
・
木
戸
関
・
土
俵
山
な
ど
相
撲
場

に
ま
つ
わ
る
記
述
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
巻
軸
の
不
知
火
の
次
頁
か
ら
本
文
を
一

読
す
る
と
、
図
４
は
、
相
撲
場
の
風
景
を
山
や
田
圃
な
ど
に
見
立
て
て
巧
み
描
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
周
知
の
通
り
、
相
撲
場
を
描
い
た
錦
絵
は
数
多
い
が
、

本
稿
で
は
一
例
と
し
て
『
関
取
名
勝
図
絵
』
刊
行
前
年
に
あ
た
る
天
保
一
五
年
の
歌

川
国
貞
（
初
代
）
に
よ
る
図
５
「
勧
進
大
相
撲
興
行
図
）
15
（

」
を
掲
載
し
た
。
図
４
と
比

較
し
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
位
置
関
係
だ
と
図
４
と
図
５
は
ち
ょ
う
ど
天
地

が
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
図
５
の
よ
う
な
錦
絵
の
作
品
は
数
多
い
が
、
相
撲
場
の
様

相
を
伝
え
る
文
献
史
料
は
限
ら
れ
る
。
風
景
に
例
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
図
４
の

情
景
を
説
明
す
る
虎
巻
末
の
記
述
は
大
変
貴
重
だ
。
以
下
、
図
４
の
情
景
を
巻
末
の

記
述
と
と
も
に
詳
述
す
る
が
、
筆
者
が
『
関
取
名
勝
図
絵
』
は
、
単
な
る
力
士
名
鑑

に
と
ど
ま
ら
な
い
異
彩
を
放
つ
作
品
で
あ
る
と
紹
介
し
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
。

図
４
の
右
下
に
建
つ
の
が
太
鼓
櫓
だ
。
相
撲
や
歌
舞
伎
の
興
行
地
に
設
け
ら
れ
る

櫓
は
、
幕
府
よ
り
興
行
が
許
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
象
徴
で
あ
り
、
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
図
４
に
は
、
土
俵
山
、
桟
敷
ケ
嶽
な
ど
、
風
景
に
模
し
て

相
撲
場
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
太
鼓
櫓
は
相
撲
場
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
興
行
許
可
の

象
徴
で
あ
る
櫓
を
配
し
て
相
撲
の
絵
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

正
七
つ
か
ら
夕
七
つ
ま
で
、
天
下
泰
平
と
国
土
安
全
を
願
っ
て
打
つ
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
早
朝
四
時
か
ら
夕
方
四
時
ま
で
間
断
な
く
打
ち
続
け
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
興
行
開
始
時
や
関
取
の
場
所
入
り
、
興
行
終
了
時
な
ど
に
太
鼓
の
音
が
鳴
り

響
い
た
。
現
在
は
興
行
開
始
時
の
寄
太
鼓
と
、
終
了
時
の
は
ね
太
鼓
を
呼
出
し
が
奏

で
て
い
る
。
太
鼓
櫓
の
麓
に
は
庵
が
あ
り
、
取
組
の
札
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
現

在
も
目
に
す
る
板
番
付
や
取
組
を
周
知
す
る
顔
触
の
こ
と
だ
。

本
文
に
は
、
興
行
初
日
前
日
に
町
々
へ
出
る
五
柄
太
鼓
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
現
在
も
初
日
前
日
に
町
を
歩
く
触
太
鼓
の
こ
と
だ
。
五
柄
太
鼓
は
、
江
戸
・
深

川
・
品
川
・
浅
草
・
四
ツ
谷
と
地
名
を
冠
し
て
お
り
、
門
前
町
や
宿
場
町
な
ど
江
戸

の
繁
華
街
に
相
撲
が
は
じ
ま
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
江
戸
太
鼓
は
日
本
橋
周
辺
を
触

れ
歩
い
た
。

太
鼓
櫓
を
左
に
向
か
う
と
大
札
場
・
新
札
場
が
見
え
る
。
こ
こ
で
木
戸
札
・
木
戸

銭
を
管
理
し
た
。
大
札
場
に
は
相
撲
年
寄
や
、
同
じ
く
相
撲
年
寄
で
帳
元
の
三
河
屋

治
右
衛
門
が
出
勤
し
、
桟
敷
方
・
土
間
方
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
切
手
を
出
し
た
。
こ

こ
で
は
切
手
と
称
し
て
い
る
が
、
木
戸
札
の
こ
と
で
あ
る
。
晴
天
札
を
持
つ
観
客
は
、

こ
こ
で
切
手
と
替
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
晴
天
札
は
興
行
期
間
を
通
じ
て
利
用
で
き

る
入
場
券
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
観
客
は
新
札
場
で
切
手
と
交
換
し
た
。
新

札
場
は
観
客
に
切
手
を
販
売
す
る
場
所
で
あ
る
。
大
札
場
・
新
札
場
と
木
戸
関
の
向

か
い
側
に
は
桟
敷
宇
里
（
売
り
）・
土
間
宇
里
（
売
り
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
本
文
に
記
述
が
な
い
が
、
木
戸
の
前
に
軒
を
連
ね
て
い
た
入
場
券
や
飲
食
物
を

取
り
扱
っ
た
相
撲
茶
屋
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

切
手
を
持
っ
た
観
客
が
必
ず
通
る
の
が
、
木
戸
関
だ
。
相
撲
年
寄
が
出
役
し
、
堅

図₃　『関取名勝図絵』より不知火
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な
っ
て
い
る
。
ま
た
人
々
が
恐
れ
て
い
た
鰐
石
は
、
か
つ
て
剣
山
が
名
乗
っ
て
い
た

名
だ
。
相
撲
の
強
さ
を
表
す
る
た
め
、
鰐
石
を
人
々
が
恐
れ
て
い
た
と
記
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。『
関
取
名
勝
図
絵
』
の
み
で
は
や
や
わ
か
り
に
く
い
部
分
も
あ
る
が
、

同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
当
世
相
撲
金
剛
伝
）
13
（

』
に
は
「
阿
州
　
剣
山
谷
右
衛
門
　
越

中
富
山
の
産
に
し
て
、
廿
山
の
門
人
也
、
阿
武
松
の
取
り
立
な
り
、
前
よ
り
取
る
、

初
、
鰐
石
文
蔵
、
今
、
剣
山
と
改
名
す
、
左
り
の
最
手
役
な
り
」
と
簡
潔
に
記
さ
れ

て
お
り
、
あ
わ
せ
て
読
む
こ
と
で
よ
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

鏡
岩
は
人
の
面
を
う
つ
す
岩
で
あ
る
と
、
し
こ
名
の
由
来
が
紹
介
さ
れ
、
以
前
は

虎
家
谷
と
名
乗
っ
て
い
た
と
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
雷
の
社や
し
ろの

傍
ら
に
あ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。
鏡
岩
は
相
撲
年
寄
・
雷
権
太
夫
の
門
人
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
に

記
さ
れ
た
も
の
だ
。
千
代
ケ
嶽
沢
五
郎
に
も
雷
の
社
と
あ
り
、
友
綱
良
助
に
は
社
は

玉
垣
と
記
さ
れ
て
い
る
。
社
は
相
撲
年
寄
を
例
え
た
も
の
だ
が
、
三
章
で
再
度
述
べ

た
い
。

荒
馬
吉
五
郎
は
「
宮
城
野
に
生
立
し
荒
馬
、
舟
橋
を
一
文
字
に
渡
て
南
部
の
国
ニ

至
る
」
と
あ
る
。
荒
馬
の
例
は
大
変
に
わ
か
り
や
す
く
、
相
撲
年
寄
・
宮
城
野
馬
五

郎
の
門
弟
で
、
船
橋
、
続
い
て
一
文
字
と
名
乗
り
、
荒
馬
と
い
う
古
今
の
上
馬
、
す

な
わ
ち
古
今
の
名
力
士
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
南
部
の
国
に
至
る
と
は
、
下
総
国
船

橋
の
出
身
で
あ
る
が
、
八
戸
藩
南
部
家
の
抱
え
相
撲
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ

ら
の
情
報
に
よ
り
、
観
客
は
相
撲
を
よ
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
巻
軸
は
図
３
の
不
知
火
だ
。
二
一
代
吉
田
追
風
か
ら
横
綱
免
許
を
受
け
た

力
士
で
あ
る
が
、
江
戸
相
撲
の
番
付
表
に
登
場
す
る
の
は
天
保
一
五
年
春
が
最
後
で

あ
っ
た
。
し
か
し
横
綱
免
許
を
受
け
た
当
時
の
第
一
人
者
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
く
、『
関
取
名
勝
図
絵
』
の
巻
軸
を
飾
っ
て
い
る
。
戸
立
野
、
濃
錦
里
な
ど
し
こ

名
の
変
遷
が
説
明
さ
れ
、「
浜
辺
ニ

横
綱
の
社
有
り
、
祭
礼
春
秋
十
日
」
と
、
横
綱
を

社
に
例
え
、
祭
礼
す
な
わ
ち
興
行
が
春
・
秋
一
〇
日
宛
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

図
３
に
も
飲
食
し
な
が
ら
名
勝
を
楽
し
む
不
知
火
、
奥
に
は「
横
綱
の
社
」が
見
え
る
。



─ 30 ─（5）

以
上
、
本
文
の
例
を
紹
介
し
た
が
、『
当
世
相
撲
金
剛
伝
』
の
巻
末
広
告
に
は
「
関

取
名
所
図
会
　
関
取
各
の
名
の
り
を
名
所
に
見
立
た
る
風
雅
の
面
白
キ
草
紙
也
）
14
（

」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
役
者
や
遊
女
な
ど
を
名
所
に
見
立
て
た
作
品
は
江
戸
時
代
中
期

以
降
数
多
く
、
新
し
い
趣
向
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
で
も
前
述
の
よ
う
に
『
関
取
名

勝
図
絵
』
は
何
度
か
再
刻
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

観
客
や
読
者
は
『
関
取
名
勝
図
絵
』
を
手
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
相
撲
興
行
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

三
　「
大
相
撲
場
所
之
画
図
」
の
世
界

巻
頭
の
生
月
の
次
に
は
図
４
「
大
相
撲
場
所
之
画
図
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
図
は
山
や
田
圃
、
神
社
ら
し
き
建
物
が
描
か
れ
た
村
落
の
様
相
だ
が
、
力
士
は
一

切
登
場
し
な
い
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、
太
鼓
櫓
・
木
戸
関
・
土
俵
山
な
ど
相
撲
場

に
ま
つ
わ
る
記
述
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
巻
軸
の
不
知
火
の
次
頁
か
ら
本
文
を
一

読
す
る
と
、
図
４
は
、
相
撲
場
の
風
景
を
山
や
田
圃
な
ど
に
見
立
て
て
巧
み
描
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
周
知
の
通
り
、
相
撲
場
を
描
い
た
錦
絵
は
数
多
い
が
、

本
稿
で
は
一
例
と
し
て
『
関
取
名
勝
図
絵
』
刊
行
前
年
に
あ
た
る
天
保
一
五
年
の
歌

川
国
貞
（
初
代
）
に
よ
る
図
５
「
勧
進
大
相
撲
興
行
図
）
15
（

」
を
掲
載
し
た
。
図
４
と
比

較
し
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
位
置
関
係
だ
と
図
４
と
図
５
は
ち
ょ
う
ど
天
地

が
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
図
５
の
よ
う
な
錦
絵
の
作
品
は
数
多
い
が
、
相
撲
場
の
様

相
を
伝
え
る
文
献
史
料
は
限
ら
れ
る
。
風
景
に
例
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
図
４
の

情
景
を
説
明
す
る
虎
巻
末
の
記
述
は
大
変
貴
重
だ
。
以
下
、
図
４
の
情
景
を
巻
末
の

記
述
と
と
も
に
詳
述
す
る
が
、
筆
者
が
『
関
取
名
勝
図
絵
』
は
、
単
な
る
力
士
名
鑑

に
と
ど
ま
ら
な
い
異
彩
を
放
つ
作
品
で
あ
る
と
紹
介
し
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
。

図
４
の
右
下
に
建
つ
の
が
太
鼓
櫓
だ
。
相
撲
や
歌
舞
伎
の
興
行
地
に
設
け
ら
れ
る

櫓
は
、
幕
府
よ
り
興
行
が
許
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
象
徴
で
あ
り
、
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
図
４
に
は
、
土
俵
山
、
桟
敷
ケ
嶽
な
ど
、
風
景
に
模
し
て

相
撲
場
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
太
鼓
櫓
は
相
撲
場
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
興
行
許
可
の

象
徴
で
あ
る
櫓
を
配
し
て
相
撲
の
絵
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

正
七
つ
か
ら
夕
七
つ
ま
で
、
天
下
泰
平
と
国
土
安
全
を
願
っ
て
打
つ
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
早
朝
四
時
か
ら
夕
方
四
時
ま
で
間
断
な
く
打
ち
続
け
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
興
行
開
始
時
や
関
取
の
場
所
入
り
、
興
行
終
了
時
な
ど
に
太
鼓
の
音
が
鳴
り

響
い
た
。
現
在
は
興
行
開
始
時
の
寄
太
鼓
と
、
終
了
時
の
は
ね
太
鼓
を
呼
出
し
が
奏

で
て
い
る
。
太
鼓
櫓
の
麓
に
は
庵
が
あ
り
、
取
組
の
札
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
現

在
も
目
に
す
る
板
番
付
や
取
組
を
周
知
す
る
顔
触
の
こ
と
だ
。

本
文
に
は
、
興
行
初
日
前
日
に
町
々
へ
出
る
五
柄
太
鼓
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
現
在
も
初
日
前
日
に
町
を
歩
く
触
太
鼓
の
こ
と
だ
。
五
柄
太
鼓
は
、
江
戸
・
深

川
・
品
川
・
浅
草
・
四
ツ
谷
と
地
名
を
冠
し
て
お
り
、
門
前
町
や
宿
場
町
な
ど
江
戸

の
繁
華
街
に
相
撲
が
は
じ
ま
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
江
戸
太
鼓
は
日
本
橋
周
辺
を
触

れ
歩
い
た
。

太
鼓
櫓
を
左
に
向
か
う
と
大
札
場
・
新
札
場
が
見
え
る
。
こ
こ
で
木
戸
札
・
木
戸

銭
を
管
理
し
た
。
大
札
場
に
は
相
撲
年
寄
や
、
同
じ
く
相
撲
年
寄
で
帳
元
の
三
河
屋

治
右
衛
門
が
出
勤
し
、
桟
敷
方
・
土
間
方
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
切
手
を
出
し
た
。
こ

こ
で
は
切
手
と
称
し
て
い
る
が
、
木
戸
札
の
こ
と
で
あ
る
。
晴
天
札
を
持
つ
観
客
は
、

こ
こ
で
切
手
と
替
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
晴
天
札
は
興
行
期
間
を
通
じ
て
利
用
で
き

る
入
場
券
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
観
客
は
新
札
場
で
切
手
と
交
換
し
た
。
新

札
場
は
観
客
に
切
手
を
販
売
す
る
場
所
で
あ
る
。
大
札
場
・
新
札
場
と
木
戸
関
の
向

か
い
側
に
は
桟
敷
宇
里
（
売
り
）・
土
間
宇
里
（
売
り
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
本
文
に
記
述
が
な
い
が
、
木
戸
の
前
に
軒
を
連
ね
て
い
た
入
場
券
や
飲
食
物
を

取
り
扱
っ
た
相
撲
茶
屋
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

切
手
を
持
っ
た
観
客
が
必
ず
通
る
の
が
、
木
戸
関
だ
。
相
撲
年
寄
が
出
役
し
、
堅
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固
で
切
手
を
持
た
な
い
も
の
は
ひ
と
り
も
通
さ
な
か
っ
た
。
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）、

相
撲
年
寄
仲
間
は
木
戸
に
仲
間
以
外
の
素
人
を
ひ
と
り
も
置
か
な
い
こ
と
や
、
木
戸

で
の
飲
酒
は
法
度
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
）
16
（

。
江
戸
時
代
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
無
銭

で
の
不
法
入
場
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
相
撲
年
寄
が
出
役
し
て
木
戸
で

厳
重
に
取
り
締
ま
っ
た
。
ま
た
裏
木
戸
と
呼
ば
れ
る
出
口
も
あ
り
、
相
撲
年
寄
ひ
と

り
が
詰
め
、
退
場
す
る
場
合
の
み
通
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
明
治
一
〇
年（
一
八
七
七
）に
来
日
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
モ
ー

ス
は
、
回
向
院
で
相
撲
を
見
物
し
て
お
り
、
木
戸
札
は
、
長
さ
七
イ
ン
チ
（
一
七
．

八
セ
ン
チ
）・
幅
二
イ
ン
チ
半
（
六
．
四
セ
ン
チ
）・
厚
さ
半
イ
ン
チ
（
一
．
三
セ
ン

チ
）
と
記
録
し
て
い
る
）
17
（

。
し
か
し
モ
ー
ス
の
記
述
を
除
く
と
、
木
戸
札
に
つ
い
て
は
、

大
札
と
小
札
の
別
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
断
片
的
に
し
か
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
稿

を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

木
戸
関
は
、
お
や
く
（
御
役
）
山
の
麓
に
あ
る
。
図
５
中
央
後
方
に
描
か
れ
て
い

る
如
く
、
興
行
中
に
寺
社
奉
行
所
か
ら
相
撲
場
に
派
遣
さ
れ
る
大
検
使
・
小
検
使
の

た
め
の
見
物
席
だ
。
図
５
の
よ
う
な
木
戸
の
上
で
見
分
す
る
検
使
の
席
が
描
か
れ
た

錦
絵
の
作
品
も
数
多
い
。

右
に
進
む
と
水
が
湧
き
出
す
井
戸
が
現
れ
、
面
白
井
と
あ
る
。
次
に
述
べ
る
土
俵

山
の
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
取
組
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
見
物
を
面
白
が
る
観
客
の

こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
は
稽
古
堂
の
記
述
が
あ
り
、
相
撲
年
寄
の
家
、

す
な
わ
ち
相
撲
部
屋
で
の
稽
古
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
図
４
の
範
囲
外
と
な
る
。
力

士
は
関
鳥
（
関
取
）・
前
鳥
（
前
取
）
と
鳥
に
例
え
ら
れ
て
い
る
。
清
め
の
塩
や
力

水
を
用
い
る
こ
と
、
八
幡
大
菩
薩
を
祀
り
、
土
俵
中
央
の
砂
山
の
頂
に
幣
を
立
て
る

と
描
い
て
い
る
。「
張
合
井
　
面
白
井
　
あ
せ
の
水
わ
き
出
る
事
お
び
た
ゞ
し
、
火

の
出
る
こ
と
あ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
面
白
井
の
湧
き
出
る
水
も
、
汗
の
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。

面
白
井
を
通
り
過
ぎ
て
右
に
向
か
う
と
畳
加
田
・
桟
敷
加
田
・
土
間
加
田
と
呼
ば

れ
る
田
圃
が
広
が
る
。
そ
れ
ぞ
れ
畳
方
・
桟
敷
方
・
土
間
方
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
こ

と
で
あ
る
。
田
圃
が
広
が
る
風
景
は
、
客
席
を
示
す
も
の
で
、「
此
田
の
く
ろ
に
は

た
ら
木
多
く
繁
る
」
と
あ
り
、
田
圃
の
畔
、
す
な
わ
ち
客
席
の
間
で
畳
方
ら
が
多
く

控
え
て
い
る
と
描
写
す
る
。
観
客
を
相
手
に
渡
世
を
営
む
人
々
の
様
子
が
想
起
さ
れ

る
。
ま
た
本
文
に
は
、
呑
太
蝋
と
い
う
蝋
燭
を
商
う
も
の
が
多
い
と
あ
る
。
呑
太
郎

は
、
一
般
に
は
芝
居
な
ど
を
無
銭
で
見
物
す
る
人
の
こ
と
を
指
す
が
、
力
士
を
呼
び

上
げ
る
呼
出
し
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
っ
た
）
11
（

。
こ
こ
で
は
後
者
す
な
わ
ち
呼
出
し
の

こ
と
を
例
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
小
咄
で
は
あ
る
も
の
の
無
銭
で
相
撲
場
へ
の
入

場
を
試
み
る
人
物
は
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
刊
の
『
鹿
の
子
餅
』
に
収
録
さ
れ

た
「
角
力
場
」
に
も
滑
稽
に
描
か
れ
て
い
る
）
11
（

。
相
撲
会
所
に
と
っ
て
は
悩
ま
し
い
存

在
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
人
々
も
相
撲
場
の
名
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

面
白
井
か
ら
田
圃
の
反
対
、
左
に
向
か
う
と
中
売
の
里
に
た
ど
り
着
く
。
本
文
で

は
中
売
村
だ
。
こ
の
村
の
名
物
は
弁
当
・
寿
司
・
酒
・
す
る
め
・
蒲
鉾
・
果
物
。
観

客
が
観
戦
中
に
楽
し
む
た
め
の
飲
食
物
を
商
う
中
売
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
こ
と
で
あ

る
。
中
売
は
、
手
ぬ
ぐ
い
を
か
ぶ
り
、
た
す
き
を
か
け
、
観
客
の
肩
を
踏
ん
で
商
い

を
し
た
と
い
う
。
図
５
の
左
右
手
前
側
に
も
中
売
ら
し
き
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

観
客
の
間
を
忙
し
く
動
き
ま
わ
る
人
々
、
そ
し
て
相
撲
を
見
な
が
ら
酒
や
寿
司
を
楽

し
む
観
客
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
先
の
桟
敷
方
な
ど
は
客
席
も
取
り
扱
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、
中
売
は
専
ら
飲
食
物
を
売
り
歩
い
た
。

図
４
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
土
俵
山
だ
。
図
５
に
も
大
き
く
描
か
れ
て
い
る

よ
う
に
相
撲
場
の
中
心
で
、
力
士
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
舞
台
が
土
俵
で
あ
る
。

ま
ず
本
文
に
は
『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
相
撲
の
神
・
野
見
宿
祢
を
祀
っ
て
い
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
明
石
志
賀
之
助
が
晴
天
六

日
の
勧
進
相
撲
を
創
始
し
、
中
断
を
経
て
雷
が
中
興
の
祖
で
あ
る
と
続
く
。
続
け
て

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
興
行
日
数
が
一
〇
日
と
な
っ
た
と
あ
る
。
寛
永
元
年
に

始
ま
っ
た
点
の
真
偽
は
別
と
し
て
）
21
（

、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
相
撲
年
寄
・
雷
に

図₅　歌川国貞（初代）画「勧進大相撲興行図」

図₄　『関取名勝図絵』より「大相撲場所之画図」

（6）
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固
で
切
手
を
持
た
な
い
も
の
は
ひ
と
り
も
通
さ
な
か
っ
た
。
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）、

相
撲
年
寄
仲
間
は
木
戸
に
仲
間
以
外
の
素
人
を
ひ
と
り
も
置
か
な
い
こ
と
や
、
木
戸

で
の
飲
酒
は
法
度
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
）
16
（

。
江
戸
時
代
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
無
銭

で
の
不
法
入
場
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
相
撲
年
寄
が
出
役
し
て
木
戸
で

厳
重
に
取
り
締
ま
っ
た
。
ま
た
裏
木
戸
と
呼
ば
れ
る
出
口
も
あ
り
、
相
撲
年
寄
ひ
と

り
が
詰
め
、
退
場
す
る
場
合
の
み
通
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
明
治
一
〇
年（
一
八
七
七
）に
来
日
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
モ
ー

ス
は
、
回
向
院
で
相
撲
を
見
物
し
て
お
り
、
木
戸
札
は
、
長
さ
七
イ
ン
チ
（
一
七
．

八
セ
ン
チ
）・
幅
二
イ
ン
チ
半
（
六
．
四
セ
ン
チ
）・
厚
さ
半
イ
ン
チ
（
一
．
三
セ
ン

チ
）
と
記
録
し
て
い
る
）
17
（

。
し
か
し
モ
ー
ス
の
記
述
を
除
く
と
、
木
戸
札
に
つ
い
て
は
、

大
札
と
小
札
の
別
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
断
片
的
に
し
か
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
稿

を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

木
戸
関
は
、
お
や
く
（
御
役
）
山
の
麓
に
あ
る
。
図
５
中
央
後
方
に
描
か
れ
て
い

る
如
く
、
興
行
中
に
寺
社
奉
行
所
か
ら
相
撲
場
に
派
遣
さ
れ
る
大
検
使
・
小
検
使
の

た
め
の
見
物
席
だ
。
図
５
の
よ
う
な
木
戸
の
上
で
見
分
す
る
検
使
の
席
が
描
か
れ
た

錦
絵
の
作
品
も
数
多
い
。

右
に
進
む
と
水
が
湧
き
出
す
井
戸
が
現
れ
、
面
白
井
と
あ
る
。
次
に
述
べ
る
土
俵

山
の
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
取
組
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
見
物
を
面
白
が
る
観
客
の

こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
は
稽
古
堂
の
記
述
が
あ
り
、
相
撲
年
寄
の
家
、

す
な
わ
ち
相
撲
部
屋
で
の
稽
古
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
図
４
の
範
囲
外
と
な
る
。
力

士
は
関
鳥
（
関
取
）・
前
鳥
（
前
取
）
と
鳥
に
例
え
ら
れ
て
い
る
。
清
め
の
塩
や
力

水
を
用
い
る
こ
と
、
八
幡
大
菩
薩
を
祀
り
、
土
俵
中
央
の
砂
山
の
頂
に
幣
を
立
て
る

と
描
い
て
い
る
。「
張
合
井
　
面
白
井
　
あ
せ
の
水
わ
き
出
る
事
お
び
た
ゞ
し
、
火

の
出
る
こ
と
あ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
面
白
井
の
湧
き
出
る
水
も
、
汗
の
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。

面
白
井
を
通
り
過
ぎ
て
右
に
向
か
う
と
畳
加
田
・
桟
敷
加
田
・
土
間
加
田
と
呼
ば

れ
る
田
圃
が
広
が
る
。
そ
れ
ぞ
れ
畳
方
・
桟
敷
方
・
土
間
方
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
こ

と
で
あ
る
。
田
圃
が
広
が
る
風
景
は
、
客
席
を
示
す
も
の
で
、「
此
田
の
く
ろ
に
は

た
ら
木
多
く
繁
る
」
と
あ
り
、
田
圃
の
畔
、
す
な
わ
ち
客
席
の
間
で
畳
方
ら
が
多
く

控
え
て
い
る
と
描
写
す
る
。
観
客
を
相
手
に
渡
世
を
営
む
人
々
の
様
子
が
想
起
さ
れ

る
。
ま
た
本
文
に
は
、
呑
太
蝋
と
い
う
蝋
燭
を
商
う
も
の
が
多
い
と
あ
る
。
呑
太
郎

は
、
一
般
に
は
芝
居
な
ど
を
無
銭
で
見
物
す
る
人
の
こ
と
を
指
す
が
、
力
士
を
呼
び

上
げ
る
呼
出
し
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
っ
た
）
11
（

。
こ
こ
で
は
後
者
す
な
わ
ち
呼
出
し
の

こ
と
を
例
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
小
咄
で
は
あ
る
も
の
の
無
銭
で
相
撲
場
へ
の
入

場
を
試
み
る
人
物
は
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
刊
の
『
鹿
の
子
餅
』
に
収
録
さ
れ

た
「
角
力
場
」
に
も
滑
稽
に
描
か
れ
て
い
る
）
11
（

。
相
撲
会
所
に
と
っ
て
は
悩
ま
し
い
存

在
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
人
々
も
相
撲
場
の
名
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

面
白
井
か
ら
田
圃
の
反
対
、
左
に
向
か
う
と
中
売
の
里
に
た
ど
り
着
く
。
本
文
で

は
中
売
村
だ
。
こ
の
村
の
名
物
は
弁
当
・
寿
司
・
酒
・
す
る
め
・
蒲
鉾
・
果
物
。
観

客
が
観
戦
中
に
楽
し
む
た
め
の
飲
食
物
を
商
う
中
売
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
こ
と
で
あ

る
。
中
売
は
、
手
ぬ
ぐ
い
を
か
ぶ
り
、
た
す
き
を
か
け
、
観
客
の
肩
を
踏
ん
で
商
い

を
し
た
と
い
う
。
図
５
の
左
右
手
前
側
に
も
中
売
ら
し
き
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

観
客
の
間
を
忙
し
く
動
き
ま
わ
る
人
々
、
そ
し
て
相
撲
を
見
な
が
ら
酒
や
寿
司
を
楽

し
む
観
客
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
先
の
桟
敷
方
な
ど
は
客
席
も
取
り
扱
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、
中
売
は
専
ら
飲
食
物
を
売
り
歩
い
た
。

図
４
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
土
俵
山
だ
。
図
５
に
も
大
き
く
描
か
れ
て
い
る

よ
う
に
相
撲
場
の
中
心
で
、
力
士
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
舞
台
が
土
俵
で
あ
る
。

ま
ず
本
文
に
は
『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
相
撲
の
神
・
野
見
宿
祢
を
祀
っ
て
い
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
明
石
志
賀
之
助
が
晴
天
六

日
の
勧
進
相
撲
を
創
始
し
、
中
断
を
経
て
雷
が
中
興
の
祖
で
あ
る
と
続
く
。
続
け
て

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
興
行
日
数
が
一
〇
日
と
な
っ
た
と
あ
る
。
寛
永
元
年
に

始
ま
っ
た
点
の
真
偽
は
別
と
し
て
）
21
（

、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
相
撲
年
寄
・
雷
に



─ 27 ─（1）

行
司
が
控
え
る
行
司
部
谷
（
部
屋
）
は
、
図
４
の
左
上
に
谷
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

本
文
に
は
行
司
部
屋
の
記
述
が
な
い
が
、
桟
敷
の
後
方
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
力

士
の
支
度
部
屋
は
図
４
に
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
行
司
部
屋
同
様
、
谷
に
例
え
ら
れ

桟
敷
ケ
嶽
の
後
方
に
あ
り
、
関
鳥
（
関
取
）
が
群
が
る
谷
だ
と
い
う
。

土
俵
の
右
手
に
広
が
る
田
圃
の
上
に
は
板
元
山
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
本
文
で

は
板は
ん
か
う木

部べ
や屋

に
帳
元
山
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
麓

に
あ
る
の
が
板
木
部
屋
で
「
三
河
屋
と
云
ふ
板
木
の
桜
多
し
」
と
あ
り
、
名
物
は
番

漬
（
付
）・
勝
負
漬
（
付
）
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
三
河
屋
が
、
興
行
に
は
欠
か

せ
な
い
番
付
や
、
勝
負
結
果
を
記
し
た
勝
負
付
を
板
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

番
付
表
に
名
が
載
ら
な
い
前
鳥
（
取
）
は
、
群
が
っ
て
勝
負
漬
（
付
）
を
争
っ
て
い

た
と
い
う
。
勝
負
付
は
一
日
の
興
行
終
了
後
に
勝
負
付
売
り
に
よ
っ
て
市
中
で
販
売

さ
れ
た
）
21
（

。
勝
負
結
果
は
観
客
以
外
の
関
心
も
高
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
三
河
屋
は
帳

元
と
い
う
役
職
で
あ
っ
た
が
山
に
例
え
ら
れ
て
お
り
、
相
撲
会
所
の
重
職
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

帳
元
山
の
さ
ら
に
上
、
図
４
の
左
右
に
広
が
る
の
が
桟
敷
ケ
嶽
だ
。
こ
こ
は
相
撲

場
を
囲
む
よ
う
に
設
え
ら
れ
た
観
客
席
・
桟
敷
の
こ
と
で
あ
る
。
相
撲
場
の
観
客
席

は
桟
敷
と
土
間
に
大
別
さ
れ
る
。
図
４
の
田
圃
に
相
当
す
る
が
、
本
文
に
は
土
間
の

海
と
し
て
「
桟
敷
ケ
嶽
の
梺
よ
り
土
俵
山
の
梺
迄
一
面
の
海
な
り
、
見
物
浪
を
打
也
」

と
そ
の
様
子
を
伝
え
る
。
説
明
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
土
間
は
土
俵
を
と
り
ま
く
観
客

席
で
、
波
を
打
つ
よ
う
に
多
く
の
観
客
が
土
俵
上
の
取
組
を
楽
し
ん
だ
。
大
入
の
時

は
、
本
中
鳥
（
取
）
と
呼
ば
れ
る
番
付
表
に
名
が
乗
ら
な
い
下
位
の
力
士
た
ち
が
観

客
を
制
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
て
桟
敷
は
、
土
俵
や
土
間
を
取
り
囲
む
よ
う
に
設
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で

も
観
客
が
取
組
に
熱
狂
し
た
。
先
の
モ
ー
ス
は
桟
敷
一
軒
の
広
さ
を
六
フ
ィ
ー
ト

（
一
．
八
メ
ー
ト
ル
）
四
方
と
語
る
）
22
（

。
四
人
で
の
観
戦
を
基
本
と
す
る
現
在
の
升
席

よ
り
も
広
く
、
六
～
八
人
で
も
見
物
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
文
に
は
「
見
物
山
を
な
し
て
勝
角
力
に
衣
類
の
花
を
ち
ら
」
し
て
雷
の
よ
う
に

手
を
打
っ
て
悦
ぶ
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
衣
類
の
花
を
散
ら
す
行
為
は
「
投
げ
纏

頭
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
贔
屓
に
し
て
い
る
力
士
が
勝
っ
た
際
、
観
客
は
自
身
の

名
を
記
し
た
羽
織
な
ど
を
土
俵
に
向
か
っ
て
投
げ
る
。
衣
類
な
ど
は
力
士
の
付
け
人

や
呼
出
し
が
回
収
し
、
後
で
投
げ
入
れ
た
本
人
に
届
け
る
と
、
そ
こ
で
ご
祝
儀
が
贈

ら
れ
た
。
こ
の
慣
習
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
禁
止
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。

『
江
戸
繁
昌
記
』
に
も
「
各
々
物
を
抛
ち
て
纏
頭
と
為
す
。
自
家
の
衣
着
、
浄
々
投

げ
尽
し
て
甚
だ
し
）
23
（

」
と
あ
り
、「
晴
天
に
　
御
免
の
日
数
　
花
か
ふ
り
」「
寒
ム
さ
う

な
　
人
に
関
取
　
礼
を
言
イ
）
24
（

」
な
ど
、
川
柳
の
題
材
に
も
な
っ
て
お
り
、
投
げ
纏
頭

は
相
撲
場
の
名
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

お
わ
り
に

江
戸
時
代
後
期
、
江
戸
で
の
大
規
模
な
相
撲
興
行
は
、
原
則
春
・
冬
年
二
度
の
開

催
で
あ
っ
た
。
相
撲
場
は
興
行
の
た
び
に
出
現
し
、
建
物
は
相
撲
小
屋
と
呼
ば
れ
、

竹
矢
来
葦
簾
張
り
、
二
層
の
桟
敷
で
設
え
ら
れ
て
い
た
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）

春
お
よ
び
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
夏
の
例
で
あ
る
が
、
回
向
院
の
相
撲
小
屋
は
、

間
口
一
八
間
（
三
二
．
七
メ
ー
ト
ル
）・
奥
行
二
〇
間
（
三
六
．
四
メ
ー
ト
ル
）
で

約
四
〇
〇
坪
（
約
一
一
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
程
の
限
ら
れ
た
空
間
で
あ
っ
た
）
25
（

。
し

か
し
『
関
取
名
勝
図
絵
』
で
描
写
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
こ
は
山
々
、
社
、
田
圃
に
例

え
ら
れ
る
程
豊
か
な
世
界
で
、
二
章
で
紹
介
し
た
力
士
を
は
じ
め
、
行
司
、
相
撲
年

寄
、
そ
し
て
相
撲
場
を
埋
め
尽
く
す
観
客
が
暮
ら
す
無
限
の
広
が
り
を
見
せ
る
祝
祭

空
間
だ
っ
た
の
だ
。

さ
て
最
後
に
焉
馬
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
焉
馬
は
相
撲
に
ま
つ
わ
る
作

品
を
数
多
く
残
し
た
だ
け
で
な
く
、
吉
田
追
風
に
相
撲
を
習
い
、
行
司
・
式
守
鬼
一

（1）

よ
り
再
興
し
た
こ
と
や
、
安
永
七
年
に
晴
天
八
日
間
が
二
日
延
び
て
一
〇
日
間
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
、
相
撲
の
歴
史
が
わ
か
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
祭
礼
十
日
」

と
あ
る
通
り
、
相
撲
興
行
は
野
見
宿
祢
を
は
じ
め
と
す
る
神
々
を
天
か
ら
招
い
て
催

す
祭
礼
な
の
だ
。
最
後
に
山
す
な
わ
ち
土
俵
の
高
さ
は
三
尺
（
約
九
一
セ
ン
チ
）、

土
俵
の
ま
わ
り
は
三
間
（
約
五
メ
ー
ト
ル
四
五
セ
ン
チ
）
四
方
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
日
本
相
撲
協
会
の
『
相
撲
規
則
』
で
は
、
公
開
さ
れ
る
土
俵
の
高
さ
は
三
四

～
六
〇
セ
ン
チ
と
定
め
ら
れ
、
本
場
所
の
取
組
は
、
高
さ
約
六
〇
セ
ン
チ
の
土
俵
で

行
わ
れ
て
い
る
。
本
文
の
通
り
だ
と
す
る
と
、
江
戸
時
代
末
期
の
土
俵
は
現
在
よ
り

も
三
〇
セ
ン
チ
程
高
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
今
後
も
事
例
収
集
が
必
要
だ
が
、
土
俵

の
高
さ
や
広
さ
に
関
す
る
史
料
は
少
な
い
た
め
、
貴
重
な
記
述
で
あ
る
。

図
４
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
図
５
の
通
り
、
土
俵
の
上
に
は
四
本
柱
に
支
え

ら
れ
た
屋
形
が
設
け
ら
れ
る
。
本
文
で
は
土
俵
山
の
次
に
四
季
の
柱
と
し
て
四
方
の

隅
に
四
色
の
絹
が
巻
か
れ
た
柱
の
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
東
西
に
役
柱
と
筆
頭
の
宮
・

筆
脇
の
宮
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
四
神
の
社
と
続
き
、
東
西
南
北
の
四

方
を
守
る
神
々
が
登
場
す
る
。
躪
口
す
な
わ
ち
四
方
の
土
俵
の
入
口
の
俵
に
は
そ
れ

ぞ
れ
、
右
は
青
龍
神
、
左
は
白
虎
神
、
前
は
朱
雀
神
、
後
は
玄
亀
神
、
残
り
の
一
二

俵
は
子
か
ら
亥
の
十
二
支
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
躪
口
は
通
常
、
茶
室
の
小
さ

な
入
口
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
土
俵
の
入
口
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
円

を
形
成
す
る
俵
は
計
一
六
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
四
本
柱
は
昭
和
二
七
年

（
一
九
五
二
）
に
撤
廃
さ
れ
、
屋
形
は
天
井
か
ら
吊
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
柱
に

巻
か
れ
て
い
た
青
・
白
・
赤
・
黒
の
四
色
は
、
屋
形
に
さ
げ
ら
れ
る
房
が
表
し
て
い

る
。
柱
や
房
に
は
方
角
・
季
節
・
神
・
色
の
意
味
が
あ
り
、
先
の
右
が
東
・
春
・
青

龍
神
・
青
、
左
が
西
・
秋
・
白
虎
神
・
白
、
前
が
南
・
夏
・
朱
雀
神
・
赤
、
後
が
北
・

冬
・
玄
亀
神
・
黒
で
あ
る
。

土
俵
山
に
は
中
改
の
関
・
筆
頭
宮
・
筆
脇
社
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
改
は
土
俵
上

で
柱
の
前
に
座
っ
て
取
組
を
見
つ
め
る
相
撲
年
寄
の
こ
と
。
図
４
・
図
５
と
本
文
か

ら
東
西
に
あ
る
役
柱
の
前
に
中
改
が
陣
取
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
筆
頭
・

筆
脇
は
相
撲
会
所
の
重
鎮
で
、
相
撲
年
寄
が
つ
と
め
た
。
社
や
宮
に
例
え
ら
れ
て
お

り
、
重
要
な
役
職
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
相
撲
年
寄
は
興
行
を
取
り
仕
切
っ

て
い
た
中
心
人
物
な
の
で
、
図
４
で
も
村
落
の
結
節
点
で
も
あ
る
社
で
あ
っ
た
の
だ
。

役
柱
に
つ
い
て
は
本
文
に
三
役
の
宮
と
し
て
説
明
が
続
き
、
上
部
に
八
幡
幣
、
柱
に

弓
・
矢
・
弦
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
関
取
名
勝
図
絵
』
刊
行

時
は
、
矢
の
か
わ
り
に
扇
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
品
々
は
、
現
在
も
千
秋
楽

結
び
三
番
・
是
よ
り
三
役
の
勝
者
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
江
戸
時
代
に
は
柱
に
取

り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
土
俵
山
の
中
央
に
は
八
幡
の
幣
立
と
あ
り
、
野
見
宿
祢

や
四
神
を
は
じ
め
と
す
る
土
俵
に
祀
ら
れ
る
神
々
が
宿
る
社
が
描
か
れ
て
い
る
。
興

行
初
日
の
前
日
に
催
さ
れ
る
土
俵
祭
を
模
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

本
文
は
二
十
八
宿
の
宮
へ
と
続
く
。
土
俵
の
円
の
外
縁
に
は
四
角
で
囲
う
よ
う
に

俵
が
埋
め
ら
れ
る
。
柱
と
柱
の
間
に
は
七
俵
ず
つ
、
合
計
で
二
八
俵
が
用
い
ら
れ
て

い
た
。
さ
ら
に
土
俵
山
の
麓
に
は
力
水
の
井
戸
が
あ
り
、
化
粧
紙
が
降
り
積
も
り
、

力
神
（
力
紙
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
と
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
も
力
士
が
取
組

前
に
使
用
す
る
力
水
・
力
紙
の
こ
と
だ
。

図
４
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
に
は
土
俵
下
に
力
士
や
行
司
が
控
え
る
相

撲
溜
里
（
溜
ま
り
）・
行
司
溜
里
（
溜
ま
り
）
の
説
明
が
あ
る
。
土
俵
山
の
東
西
に

あ
り
「
す
ま
ひ
鳥
（
相
撲
取
）
勝
木
に
集
居
る
」
と
記
す
。
続
け
て
「
し
こ
踏
石
　

塵
手
洗
　
立
合
の
辻
」
と
い
う
古
跡
が
あ
る
と
続
き
、
取
組
前
の
所
作
で
あ
る
し
こ

や
塵
浄
水
、
取
組
開
始
時
の
立
合
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
あ
る
。
名
物
と
し

て
「
ま
と
ふ
梨
　
ひ
き
桐
」
と
あ
り
、
解
釈
が
難
し
い
が
、
相
撲
の
技
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。

行
司
に
つ
い
て
も
、
裃
で
出
勤
す
る
こ
と
や
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
軍
配
団

扇
、
決
着
が
つ
か
な
い
場
合
の
水
入
り
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
袷
や
足
袋
は
行

司
の
出
で
立
ち
の
こ
と
で
、「
中
ぬ
き
」
は
中
抜
き
草
履
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た



─ 26 ─（1）

行
司
が
控
え
る
行
司
部
谷
（
部
屋
）
は
、
図
４
の
左
上
に
谷
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

本
文
に
は
行
司
部
屋
の
記
述
が
な
い
が
、
桟
敷
の
後
方
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
力

士
の
支
度
部
屋
は
図
４
に
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
行
司
部
屋
同
様
、
谷
に
例
え
ら
れ

桟
敷
ケ
嶽
の
後
方
に
あ
り
、
関
鳥
（
関
取
）
が
群
が
る
谷
だ
と
い
う
。

土
俵
の
右
手
に
広
が
る
田
圃
の
上
に
は
板
元
山
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
本
文
で

は
板は
ん
か
う木

部べ
や屋

に
帳
元
山
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
麓

に
あ
る
の
が
板
木
部
屋
で
「
三
河
屋
と
云
ふ
板
木
の
桜
多
し
」
と
あ
り
、
名
物
は
番

漬
（
付
）・
勝
負
漬
（
付
）
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
三
河
屋
が
、
興
行
に
は
欠
か

せ
な
い
番
付
や
、
勝
負
結
果
を
記
し
た
勝
負
付
を
板
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

番
付
表
に
名
が
載
ら
な
い
前
鳥
（
取
）
は
、
群
が
っ
て
勝
負
漬
（
付
）
を
争
っ
て
い

た
と
い
う
。
勝
負
付
は
一
日
の
興
行
終
了
後
に
勝
負
付
売
り
に
よ
っ
て
市
中
で
販
売

さ
れ
た
）
21
（

。
勝
負
結
果
は
観
客
以
外
の
関
心
も
高
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
三
河
屋
は
帳

元
と
い
う
役
職
で
あ
っ
た
が
山
に
例
え
ら
れ
て
お
り
、
相
撲
会
所
の
重
職
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

帳
元
山
の
さ
ら
に
上
、
図
４
の
左
右
に
広
が
る
の
が
桟
敷
ケ
嶽
だ
。
こ
こ
は
相
撲

場
を
囲
む
よ
う
に
設
え
ら
れ
た
観
客
席
・
桟
敷
の
こ
と
で
あ
る
。
相
撲
場
の
観
客
席

は
桟
敷
と
土
間
に
大
別
さ
れ
る
。
図
４
の
田
圃
に
相
当
す
る
が
、
本
文
に
は
土
間
の

海
と
し
て
「
桟
敷
ケ
嶽
の
梺
よ
り
土
俵
山
の
梺
迄
一
面
の
海
な
り
、
見
物
浪
を
打
也
」

と
そ
の
様
子
を
伝
え
る
。
説
明
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
土
間
は
土
俵
を
と
り
ま
く
観
客

席
で
、
波
を
打
つ
よ
う
に
多
く
の
観
客
が
土
俵
上
の
取
組
を
楽
し
ん
だ
。
大
入
の
時

は
、
本
中
鳥
（
取
）
と
呼
ば
れ
る
番
付
表
に
名
が
乗
ら
な
い
下
位
の
力
士
た
ち
が
観

客
を
制
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
て
桟
敷
は
、
土
俵
や
土
間
を
取
り
囲
む
よ
う
に
設
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で

も
観
客
が
取
組
に
熱
狂
し
た
。
先
の
モ
ー
ス
は
桟
敷
一
軒
の
広
さ
を
六
フ
ィ
ー
ト

（
一
．
八
メ
ー
ト
ル
）
四
方
と
語
る
）
22
（

。
四
人
で
の
観
戦
を
基
本
と
す
る
現
在
の
升
席

よ
り
も
広
く
、
六
～
八
人
で
も
見
物
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
文
に
は
「
見
物
山
を
な
し
て
勝
角
力
に
衣
類
の
花
を
ち
ら
」
し
て
雷
の
よ
う
に

手
を
打
っ
て
悦
ぶ
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
衣
類
の
花
を
散
ら
す
行
為
は
「
投
げ
纏

頭
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
贔
屓
に
し
て
い
る
力
士
が
勝
っ
た
際
、
観
客
は
自
身
の

名
を
記
し
た
羽
織
な
ど
を
土
俵
に
向
か
っ
て
投
げ
る
。
衣
類
な
ど
は
力
士
の
付
け
人

や
呼
出
し
が
回
収
し
、
後
で
投
げ
入
れ
た
本
人
に
届
け
る
と
、
そ
こ
で
ご
祝
儀
が
贈

ら
れ
た
。
こ
の
慣
習
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
禁
止
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。

『
江
戸
繁
昌
記
』
に
も
「
各
々
物
を
抛
ち
て
纏
頭
と
為
す
。
自
家
の
衣
着
、
浄
々
投

げ
尽
し
て
甚
だ
し
）
23
（

」
と
あ
り
、「
晴
天
に
　
御
免
の
日
数
　
花
か
ふ
り
」「
寒
ム
さ
う

な
　
人
に
関
取
　
礼
を
言
イ
）
24
（

」
な
ど
、
川
柳
の
題
材
に
も
な
っ
て
お
り
、
投
げ
纏
頭

は
相
撲
場
の
名
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

お
わ
り
に

江
戸
時
代
後
期
、
江
戸
で
の
大
規
模
な
相
撲
興
行
は
、
原
則
春
・
冬
年
二
度
の
開

催
で
あ
っ
た
。
相
撲
場
は
興
行
の
た
び
に
出
現
し
、
建
物
は
相
撲
小
屋
と
呼
ば
れ
、

竹
矢
来
葦
簾
張
り
、
二
層
の
桟
敷
で
設
え
ら
れ
て
い
た
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）

春
お
よ
び
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
夏
の
例
で
あ
る
が
、
回
向
院
の
相
撲
小
屋
は
、

間
口
一
八
間
（
三
二
．
七
メ
ー
ト
ル
）・
奥
行
二
〇
間
（
三
六
．
四
メ
ー
ト
ル
）
で

約
四
〇
〇
坪
（
約
一
一
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
程
の
限
ら
れ
た
空
間
で
あ
っ
た
）
25
（

。
し

か
し
『
関
取
名
勝
図
絵
』
で
描
写
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
こ
は
山
々
、
社
、
田
圃
に
例

え
ら
れ
る
程
豊
か
な
世
界
で
、
二
章
で
紹
介
し
た
力
士
を
は
じ
め
、
行
司
、
相
撲
年

寄
、
そ
し
て
相
撲
場
を
埋
め
尽
く
す
観
客
が
暮
ら
す
無
限
の
広
が
り
を
見
せ
る
祝
祭

空
間
だ
っ
た
の
だ
。

さ
て
最
後
に
焉
馬
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
焉
馬
は
相
撲
に
ま
つ
わ
る
作

品
を
数
多
く
残
し
た
だ
け
で
な
く
、
吉
田
追
風
に
相
撲
を
習
い
、
行
司
・
式
守
鬼
一



─ 25 ─（11）

（
26
）『
日
本
百
科
大
辞
典
　
第
六
巻
』（
三
省
堂
書
店
、
一
九
一
二
年
）
九
六
四
頁
な
ど
。

（
27
）
註
（
１
）
拙
稿
。

（
28
）「
相
撲
」
編
集
部
編
『
大
相
撲
人
物
大
事
典
』（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、

二
〇
〇
一
年
）
六
九
二
～
六
九
四
、七
〇
四
頁
。

 

［
付
記
］

本
稿
に
は
今
日
に
お
い
て
は
不
適
切
と
思
わ
れ
る
用
語
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、

江
戸
時
代
の
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
た
め
そ
の
ま
ま
表
記
し
ま
し
た
。

《
翻
刻
》

凡
例

一
　
原
則
と
し
て
新
字
体
に
よ
っ
た
が
、
特
別
な
も
の
に
は
旧
字
体
を
用
い
た
。

二
　�

変
体
仮
名
は
現
行
の
平
仮
名
で
表
記
し
た
。
助
詞
の
江
（
え
）・
而
（
て
）・
ニ

（
に
）・
与
（
と
）・
者
（
は
）・
茂
（
も
）
は
、
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
小
字
を

用
い
た
。
合
字
の
「
ゟ
」
も
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

三
　
欠
字･

平
出
・
抬
頭
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

四
　
読
み
点
（
、）
並
列
点
（
・
）
を
補
っ
た
。

五
　�

誤
字
は
（
マ
マ
）（
脱
カ
）、
推
定
し
た
文
字
は
（
○
○
カ
）
と
註
記
し
た
。
虫

損
・
墨
損
な
ど
の
註
記
も
（
　
）
を
付
し
て
示
し
た
。

六
　
解
読
で
き
な
い
部
分
は
□
、
字
数
も
不
明
の
場
合
は
［
　
　
　
］
で
示
し
た
。

　
　（
表
紙
）

「　
　�（
題
簽
）

　
　 

「
関
取
名
勝
図
絵
　
　
龍
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　（
見
返
し
）

 

「　
　
天

　
　
保

相
撲

会
所
改

　
　
乙
　
　
　
関
　
取

　
　
巳
　
　
　
　
名
　
　
勝
　
　
図
　
　
絵

　
　
春
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
川
焉
馬
　
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
川
豊
国
　
画
　
　
　
　
」

ひ
と
日
、
阿
武
の
松
ぬ
し
最
手
助
手
の
人
々
を
と
も
な
ひ
て
わ
か
庵
に
来
れ
る
に
、

や
か
て
立
川
の
う
し
歌
川
の
あ
る
し
頂
恩
堂
さ
へ
い
さ
な
ひ
て
来
ま
せ
り
、
は
か
ら

す
も
雷
名
の
う
し
の
、
か
く
つ
と
ひ
た
ま
ふ
は
、
う
へ
な
き
さ
ち
に
こ
そ
あ
れ
と
て
、

ひ
と
つ
ら
に
居
な
ら
ひ
て
、
酒
う
ち
呑
つ
ゝ
此
座
に
あ
ら
む
か
き
り
ハ
兄
弟
の
お
も

ひ
を
な
せ
り
な
と
い
ひ
て
、
と
も
に
か
た
ら
ひ
つ
、
頂
恩
堂
の
あ
る
し
い
ひ
出
け
る

は
、
君
達
も
知
ら
せ
給
ふ
こ
と
く
、
春
の
頃
に
出
せ
し
金
剛
伝
ハ
い
み
し
き
あ
た
り

を
な
し
て
、
数
計
な
く
出
て
目
覚
る
ま
て
に
お
ほ
え
候
そ
、
い
て
や
此
莚
に
居
ま
す

最
手
助
手
の
う
し
達
は
さ
ら
な
り
、
か
ミ
つ
か
た
の
角
力
人
を
も
ら
す
こ
と
な
く
、

例
の
立
川
歌
川
両
う
し
の
筆
を
も
て
関
取
名
所
図
会
と
上
書
な
し
た
る
摺
巻
を
も
の

し
て
よ
と
あ
る
に
、
莚
に
つ
ら
な
る
人
々
の
限
り
、
こ
は
よ
く
も
思
ひ
立
た
ま
ふ
物

か
な
と
せ
よ
か
く
せ
よ
と
て
、
は
て
は
お
の
れ
に
序
を
さ
へ
書
て
よ
と
、
立
川
う
し

（11）

郎
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
）
26
（

。
し
か
し
岩
本
活
東
子
の
『
戯
作
者
小

伝
』
や
仮
名
垣
魯
文
の
『
稗
史
年
代
記
』
に
は
、
焉
馬
が
吉
田
追
風
に
行
司
の
技
を

習
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
一
度
土
俵
に
出
た
と
紹
介
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
焉
馬

が
式
守
鬼
一
郎
そ
の
人
で
あ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）
27
（

。
ま
た
焉
馬
と
同
時
代
の
式

守
鬼
一
郎
は
二
代
目
（
後
の
六
代
式
守
伊
之
助
）
か
三
代
目
（
後
の
七
代
式
守
伊
之

助
）
が
該
当
す
る
が
、
両
者
と
も
焉
馬
と
没
年
月
日
が
一
致
し
な
い
）
21
（

。
戯
作
者
が
行

司
だ
っ
た
と
す
る
大
変
に
興
味
深
い
説
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
性

急
に
結
論
を
出
さ
ず
、
な
お
史
料
を
渉
猟
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
註（

１
）
拙
稿
「
二
代
立
川
焉
馬
と
江
戸
相
撲
」（『
相
撲
博
物
館
紀
要
』
第
一
五
号
、

二
〇
一
七
年
）。
川
本
勉
「
戯
作
者
が
見
た
江
戸
後
期
の
相
撲
　
立
川
焉
馬
の
著
し
た
相

撲
関
係
資
料
」（『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
六
八
七
・
六
八
八
。
二
〇
一
八
年
）
で
も
作

品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
資
料
番
号
歴
〇
一
二
二
七
。
龍
・
虎
が
合
冊
さ
れ
て
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
相
撲
博
物
館
蔵
、
資
料
番
号
歴
〇
一
一
六
九
・
歴
〇
一
一
七
〇
。
弘
化
二
年
の
刊
行

だ
が
、
収
録
さ
れ
た
力
士
は
天
保
一
四
年
冬
の
番
付
表
に
基
づ
く
。

（
４
）
資
料
番
号
歴
〇
一
二
二
六
。

（
５
）
資
料
番
号
歴
〇
一
二
二
九
。

（
６
）
東
北
大
学
総
合
知
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://touda.tohoku.

ac.jp/portal/

）、
デ
ジ
タ
ル
請
求
記
号
Ｄ
Ｉ
Ｇ-

Ｔ
Ｈ
Ｋ
Ｋ-

〇
一
七
九
七
。

（
７
）�

Ｋ
七
八
八-

二
。

（
８
）
請
求
記
号
二
〇
九-

二
四
。

（
９
）
拙
稿
「
弘
化
期
に
お
け
る
江
戸
相
撲
の
動
向
」（『
相
撲
博
物
館
紀
要
』
第
八
号
、

二
〇
〇
九
年
）。

（
10
）
註
（
１
）
拙
稿
。

（
11
）
相
撲
博
物
館
蔵
、
資
料
番
号
番
〇
〇
三
七
八
。

（
12
）
註
（
９
）
に
同
じ
。

（
13
）
註
（
３
）
に
同
じ
。

（
14
）
註
（
３
）
に
同
じ
。

（
15
）
相
撲
博
物
館
蔵
、
資
料
番
号
美
〇
〇
七
二
二
。

（
16
）『
勧
進
相
撲
願
控
』（
筆
写
本
）。

（
17
）石
川
欣
一
訳
『
東
洋
文
庫
一
七
一
　
日
本
そ
の
日
そ
の
日
一
』（
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
）

一
五
～
一
八
頁
。

（
18
）
澤
田
一
矢
編
『
大
相
撲
の
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
）
一
五
六
頁
。
か
つ

て
呼
出
し
は
、
自
身
に
一
〇
枚
与
え
ら
れ
る
相
撲
場
に
入
場
で
き
る
通
券
を
現
金
化
し
、

酒
食
の
費
用
と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
呼
出
し
は
「
の
ん
太
郎
」
と
呼
ば
れ
た
と

い
う
。

（
19
）
武
藤
禎
夫
編
『
噺
本
大
系
　
第
九
巻
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
）
一
六
頁
。
小

咄
の
内
容
は
拙
稿
「
近
世
の
小
咄
に
描
か
れ
た
相
撲
　
～
『
噺
本
大
系
』
を
素
材
と
し

て
～
」（『
相
撲
博
物
館
紀
要
』
第
二
〇
号
、
二
〇
二
二
年
）
で
紹
介
し
た
。

（
20
）
中
村
弘
『
日
下
開
山
　
初
代
横
綱
　
明
石
志
賀
之
助
　
す
も
う
の
街
宇
都
宮
が
生
ん

だ
大
力
士
』（
随
想
舎
、
二
〇
一
二
年
）
で
実
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
明
石
が

実
在
し
た
の
は
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
頃
で
あ
り
、
寛
永
元
年
に
勧
進

相
撲
を
創
始
し
た
点
は
虚
飾
で
あ
る
。

（
21
）
宇
佐
美
英
機
校
訂
　
喜
多
川
守
貞
著
『
岩
波
文
庫
　
近
世
風
俗
志
（
守
貞
謾
稿
）
一
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
二
七
二
～
二
七
三
頁
。

（
22
）
註
（
17
）
に
同
じ
。

（
23
）
日
野
龍
夫
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
〇
〇
　
江
戸
繁
昌
記
　
柳
橋
新
誌
』（
岩

波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
六
頁
。

（
24
）
こ
の
ほ
か
に
も
投
げ
纏
頭
の
川
柳
は
数
多
い
。
詳
し
く
は
拙
稿
「『
誹
風
柳
多
留
』
と

江
戸
の
相
撲
」（『
相
撲
博
物
館
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）
拙
稿
「
近
世
後
期
の
相
撲
興
行
と
両
国
地
域
」（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
都
市
歴
史

研
究
室
編
『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
調
査
報
告
書
第
二
四
集
　
両
国
地
域
の
歴
史
と

文
化
』
東
京
都
・
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
・
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）。
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（
26
）『
日
本
百
科
大
辞
典
　
第
六
巻
』（
三
省
堂
書
店
、
一
九
一
二
年
）
九
六
四
頁
な
ど
。

（
27
）
註
（
１
）
拙
稿
。

（
28
）「
相
撲
」
編
集
部
編
『
大
相
撲
人
物
大
事
典
』（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、

二
〇
〇
一
年
）
六
九
二
～
六
九
四
、七
〇
四
頁
。

 

［
付
記
］

本
稿
に
は
今
日
に
お
い
て
は
不
適
切
と
思
わ
れ
る
用
語
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、

江
戸
時
代
の
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
た
め
そ
の
ま
ま
表
記
し
ま
し
た
。

《
翻
刻
》

凡
例

一
　
原
則
と
し
て
新
字
体
に
よ
っ
た
が
、
特
別
な
も
の
に
は
旧
字
体
を
用
い
た
。

二
　�

変
体
仮
名
は
現
行
の
平
仮
名
で
表
記
し
た
。
助
詞
の
江
（
え
）・
而
（
て
）・
ニ

（
に
）・
与
（
と
）・
者
（
は
）・
茂
（
も
）
は
、
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
小
字
を

用
い
た
。
合
字
の
「
ゟ
」
も
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

三
　
欠
字･

平
出
・
抬
頭
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

四
　
読
み
点
（
、）
並
列
点
（
・
）
を
補
っ
た
。

五
　�

誤
字
は
（
マ
マ
）（
脱
カ
）、
推
定
し
た
文
字
は
（
○
○
カ
）
と
註
記
し
た
。
虫

損
・
墨
損
な
ど
の
註
記
も
（
　
）
を
付
し
て
示
し
た
。

六
　
解
読
で
き
な
い
部
分
は
□
、
字
数
も
不
明
の
場
合
は
［
　
　
　
］
で
示
し
た
。

　
　（
表
紙
）

「　
　�（
題
簽
）

　
　 

「
関
取
名
勝
図
絵
　
　
龍
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　（
見
返
し
）

 

「　
　
天

　
　
保

相
撲

会
所
改

　
　
乙
　
　
　
関
　
取

　
　
巳
　
　
　
　
名
　
　
勝
　
　
図
　
　
絵

　
　
春
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
川
焉
馬
　
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
川
豊
国
　
画
　
　
　
　
」

ひ
と
日
、
阿
武
の
松
ぬ
し
最
手
助
手
の
人
々
を
と
も
な
ひ
て
わ
か
庵
に
来
れ
る
に
、

や
か
て
立
川
の
う
し
歌
川
の
あ
る
し
頂
恩
堂
さ
へ
い
さ
な
ひ
て
来
ま
せ
り
、
は
か
ら

す
も
雷
名
の
う
し
の
、
か
く
つ
と
ひ
た
ま
ふ
は
、
う
へ
な
き
さ
ち
に
こ
そ
あ
れ
と
て
、

ひ
と
つ
ら
に
居
な
ら
ひ
て
、
酒
う
ち
呑
つ
ゝ
此
座
に
あ
ら
む
か
き
り
ハ
兄
弟
の
お
も

ひ
を
な
せ
り
な
と
い
ひ
て
、
と
も
に
か
た
ら
ひ
つ
、
頂
恩
堂
の
あ
る
し
い
ひ
出
け
る

は
、
君
達
も
知
ら
せ
給
ふ
こ
と
く
、
春
の
頃
に
出
せ
し
金
剛
伝
ハ
い
み
し
き
あ
た
り

を
な
し
て
、
数
計
な
く
出
て
目
覚
る
ま
て
に
お
ほ
え
候
そ
、
い
て
や
此
莚
に
居
ま
す

最
手
助
手
の
う
し
達
は
さ
ら
な
り
、
か
ミ
つ
か
た
の
角
力
人
を
も
ら
す
こ
と
な
く
、

例
の
立
川
歌
川
両
う
し
の
筆
を
も
て
関
取
名
所
図
会
と
上
書
な
し
た
る
摺
巻
を
も
の

し
て
よ
と
あ
る
に
、
莚
に
つ
ら
な
る
人
々
の
限
り
、
こ
は
よ
く
も
思
ひ
立
た
ま
ふ
物

か
な
と
せ
よ
か
く
せ
よ
と
て
、
は
て
は
お
の
れ
に
序
を
さ
へ
書
て
よ
と
、
立
川
う
し
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��

関
の
戸��

関
の
戸
ハ
仙せ
ん
だ
い台

に
あ
り
、
達
ケ
関
と
い
ふ
左
り
ニ

藤
川
有
り
、
御
所
浦
へ
落お
つ

る
早は
や
せ瀬

也

��

要
石��

��

縄
張��

要
石
ハ
古い
に
し

へ
都ミ
や
こ

御
幸
野
ニ

有あ

り
し
ト
云
、
今い
ま

東と
う
と都

ニ

有
阿
武
松
の
か
た
ハ
ら
ニ

立た

つ

秀
ノ
山
の
梺ふ
も
と

都
川
を
へ
だ
て
し
古こ
じ
や
う城

の
跡あ
と

な
り
、
名め
い
し
や
う将

の
縄
張
ト
云
ふ

��

頂��

��

常
山��

常
山
ハ
羽う
し
う州

の
名め
い
ざ
ん山

也
、
左
り
に
鶴
ケ
嶽
有
り
、
雷
い
か
づ
ち

鳴な
り

出
ん
と
す
る
時
、
砂い
さ
ご

を

吹ふ
き

上あ
け

る
事
お
ひ
た
ゝ
し
、
人
々
是こ
れ

を
鶴
ケ
嶽
の
雲う

珠ず

巻ま
き

ト
云
ふ

雲う
ん
し
う州

雲
早
山
の
頂
い
た
ゝ
き

な
り
、
見
わ
た
せ
バ
鼓
ケ
滝
、
沖
ノ
島
ま
で
見
ゆ
る
、
伊
勢

の
海
に
有
と
ぞ

��

雲
早
山��

��

音
羽
山��

音
羽
山
ハ
都ミ
や
こ

第
一
の
景け
い
ざ
ん山

也
、
左
り
に
栂
の
峰
有
り
、
照
渡
り
た
る
日
に
ハ
伊
吹

島
・
象そ
う

ケ
鼻は
な

・
笘
ケ
島
・
十
万
ノ
海
ま
で
見
ゆ
る

阿あ
し
う州

の
方か
た

ニ

当あ
た

つ
て
雲
早
山
見
ゆ
る
、
左
り
に
矢
筈
山
有
り
、
大
坂
湊
境
川
迄
見
ゆ

る
と
云
ふ

��

尾
上��

��

太
孝
山��

白
山
ハ
尾び
し
う州

蔦
郡
ニ

有
、
は
る
か
ニ

高
砂
の
浦う
ら

尾を
の
へ上

の
鐘か
ね

、
梺ふ
も
と

に
は
和
田
ケ
原
あ
り

太
孝
山
ハ
越
中
富
山
の
つ
ゞ
き
な
り
、
峠
ニ

二
本
松
あ
り

��

武
蔵
野��

��

桂
野��

桂か
つ
ら

野の

ハ
武む
さ
し
の

蔵
野
の
つ
ゝ
き
な
り
、
桂か
つ
ら

野の
ニ

ハ
月
見
山
あ
り
、
武
蔵
野
に
ハ
神
田
川

あ
り
、
武
蔵
川
の
門
下
な
り

��

浪
渡��

此
所
ハ
関
谷
野
の
末す
へ

ニ

し
て
、
五
十
嵐
つ
よ
き
故
、
浪
の
音
高た
か

し
、
丸ま
る
か
め亀

と
い
ふ
亀

す
む
、
昔む
か
し

、
礒
ケ
浜
と
い
ふ
所
よ
り
勇
獅
子
と
い
ふ
獣け
も
の

雷
い
か
づ
ち

に
附
て
飛と
び

出い
で

、
此

所
を
渡わ
た

り
し
ゆ
ゑ
、
今
浪
渡
り
と
い
ふ

（
表
紙
）

「　�（
題
簽
）

　 

「
関
取
名
勝
図
絵
　
　
虎
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

��

千
田
川��

越
ノ
海
よ
り
は
る
か
に
三
つ
島
見
ゆ
る
、
左
り
に
書
写
ケ
嶽
あ
り
、
昔
大
童
子
出
し

山
な
り
、
今
神か
ミ

ニ

祭ま
つ

り
社や
し
ろ

玉
垣
の
内う
ち

ニ

あ
り
、
右
（
左
カ
）り

に
千
田
川
ミ
ゆ
る

（12）

の
ひ
た
す
ら
に
す
ゝ
め
た
ま
ふ
を
、
余
り
に
い
な
ま
む
は
を
こ
の
業
、
め
な
き
口
縄

の
も
の
に
お
そ
れ
ぬ
さ
ま
を
な
し
つ
ゝ
、
め
く
ら
め
つ
ぽ
う
向
ふ
ミ
す
お
し
の
つ
よ

さ
に
跡
へ
は
引
す
、
先
初
切
の
飛
入
に
筆
を
ヒ
ツ
キ
ル
事
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
市
の
町
に
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
舎
（
花
押
）

生イ
ケ
ツ
キ月

鯨
太
左
衛
門

肥
前
国
平
戸
の
産
、
身
の
丈
七
尺
五
寸
、
重
サ
四
十
五
貫
目
、
当
辰
ノ
十
八
歳
、
大

坂
ハ
小
野
川
嘉
平
次
、
江
戸
ハ
玉
垣
勘
三
郎
門
人
也
、
永
（
元
カ
）禄

の
頃
鬼
勝
象
之
助
、

身
の
丈
七
尺
八
寸
、
又
明
和
年
中
に
釈
迦
ケ
嶽
雲
右
衛
門
、
身
の
丈
七
尺
四
寸
五

分
、
寛
永
元
甲
子
年
勧
進
相
撲
開
基
よ
り
天
保
の
今
に
至
る
ま
で
、
七
尺
に
余
る
大

男
右
三
人
の
外
ニ

な
し
、
古
今
の
力
士
と
い
ふ
べ
し

　
　
　
　
　
生
属
は
　
古
今
の
力
士
　
世
の
中
に
　
並
ぶ
か
た
な
き
　
男
な
り
け
り

大
相
撲
場
所
之
画
図
（
画
中
の
文
字
は
略
）

��

剣
山��

剣
山
は
阿あ
し
う州

第
一
の
高か
う
ざ
ん山

に
し
て
、
廿は
た
ち
や
ま山の

つ
ゞ
き
也
、
峠た
う
げ

に
ハ
阿あ
ふ
の
ま
つ

武
松
あ
り
、

鳴な
る
と門

を
見
お
ろ
す
景け
し
き色

よ
し
、
沖を
き
な
か中

に
岩い
ハ

あ
り
、
大た
い
せ
ん船

是
に
当あ
た

れ
ば
た
ち
ま
ち
く
だ

け
る
な
り
、
人
々
お
そ
れ
て
鰐わ
に

石い
し

と
呼よ

べ
り

��

武
隈��

武
隈
の
松
ハ
古こ
こ
ん今

の
大た
い
ぼ
く木

也
、
阿
武
松
に
な
ら
ふ
と
云
、
は
る
か
に
勇
山
見
ゆ
る
、

麓ふ
も
と

ニ

ハ
小
柳
多
し
、
左ひ
た
り

に
手
柄
山
、
湖
東
山
見
ゆ
る
、
都ミ
や
こ

御
幸
野
に
有
し
を

東と
う
と都

へ
根ね

越こ
し

せ
し
松ま
つ

な
り
と
い
ふ

��

鏡
岩��

越ゑ
ち
こ
の後

国く
に

和
田
の
浦
の
浜は
ま

つ
ゝ
き
に
有
り
、
鏡
岩
と
て
人
の
面お
も
て

を
う
つ
す
に
よ
く

う
つ
る
と
い
へ
り
、
い
に
し
へ
虎
家
谷
よ
り
出
し
小
石い
し

か
く
大た
い
せ
き石

と
ハ
な
り
ぬ
、

雷
い
か
づ
ち

の
社や
し
ろ

か
た
ハ
ら
に
あ
り

��

小
柳��

小
柳
ハ
今
阿あ
し
う州

ニ

あ
り
、
古こ
ゝ
ん今

の
大た
い
ほ
く木

也
、
太ふ
と

サ
三
人
に
て
廻ま
ハ

す
に
余あ
ま

れ
り
と
云
ふ
、

左ひ
だ

り
に
緑ミ
ど
り

松ま
つ

多お
ほ

し
、
阿
武
松
の
種た
ね

な
り
と
い
へ
り

��

手
柄
山��

��

友
綱��

友
綱
の
社や
し
ろ

ハ
日ひ
う
が向

の
国
荒
木
野
に
有
り
、
神か
ミ
よ代

の
む
か
し
岩い
ハ

ノ
戸と

開
け
て
後の
ち

千
田

川
と
い
ふ
大だ
い
が河

よ
り
出
し
と
云
ふ
、
社や
し
ろハ

玉
垣
の
内
に
有
、

小を
た
ハ
ら

田
原
蝶て
ふ

と
云
て
ふ
、
舞ま
い

遊あ
そ

ぶ
こ
と
あ
り
、
む
か
ふ
ハ
播ば
ん
し
う州

姫ひ
め
ち路

よ
り
浦
風
吹ふ
き

つ
ゝ

く
所
ニ

て
、
待
乳
山
・
兜
山
を
打う
ち

越こ

し
て
一
段だ
ん

高た
か

く
見
ゆ
る
を
手
柄
山
と
云

��

相
生��

��

千
代
ケ
嶽��

相
生
の
松
ハ
播ば
ん
し
う州

高
砂
の
浦
ニ

有
り
、
浦
風
に
生お
ひ

立た
ち

し
松
な
り
、
い
に
し
へ
国
分
の

塚
有
と
い
ふ
、
境
川
の
流
に
そ
ふ

千
代
ケ
嶽
、
向
ふ
に
見
ゆ
る
麓ふ
も
とに

い
ろ
は
野の

あ
り
、
戸
々
の
浦
へ
出
る
近ち
か
ミ
ち道

あ
り
、

峰ミ
ね

ニ

雷
い
か
づ
ち

の
社
あ
り
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��
関
の
戸��

関
の
戸
ハ
仙せ
ん
だ
い台

に
あ
り
、
達
ケ
関
と
い
ふ
左
り
ニ

藤
川
有
り
、
御
所
浦
へ
落お
つ

る
早は
や
せ瀬

也

��

要
石��

��

縄
張��

要
石
ハ
古い
に
し

へ
都ミ
や
こ

御
幸
野
ニ

有あ

り
し
ト
云
、
今い
ま

東と
う
と都

ニ

有
阿
武
松
の
か
た
ハ
ら
ニ

立た

つ

秀
ノ
山
の
梺ふ
も
と

都
川
を
へ
だ
て
し
古こ
じ
や
う城

の
跡あ
と

な
り
、
名め
い
し
や
う将

の
縄
張
ト
云
ふ

��

頂��

��

常
山��

常
山
ハ
羽う
し
う州

の
名め
い
ざ
ん山

也
、
左
り
に
鶴
ケ
嶽
有
り
、
雷
い
か
づ
ち

鳴な
り

出
ん
と
す
る
時
、
砂い
さ
ご

を

吹ふ
き

上あ
け

る
事
お
ひ
た
ゝ
し
、
人
々
是こ
れ

を
鶴
ケ
嶽
の
雲う

珠ず

巻ま
き

ト
云
ふ

雲う
ん
し
う州

雲
早
山
の
頂
い
た
ゝ
き

な
り
、
見
わ
た
せ
バ
鼓
ケ
滝
、
沖
ノ
島
ま
で
見
ゆ
る
、
伊
勢

の
海
に
有
と
ぞ

��

雲
早
山��

��

音
羽
山��

音
羽
山
ハ
都ミ
や
こ

第
一
の
景け
い
ざ
ん山

也
、
左
り
に
栂
の
峰
有
り
、
照
渡
り
た
る
日
に
ハ
伊
吹

島
・
象そ
う

ケ
鼻は
な

・
笘
ケ
島
・
十
万
ノ
海
ま
で
見
ゆ
る

阿あ
し
う州

の
方か
た

ニ

当あ
た

つ
て
雲
早
山
見
ゆ
る
、
左
り
に
矢
筈
山
有
り
、
大
坂
湊
境
川
迄
見
ゆ

る
と
云
ふ

��

尾
上��

��

太
孝
山��

白
山
ハ
尾び
し
う州

蔦
郡
ニ

有
、
は
る
か
ニ

高
砂
の
浦う
ら

尾を
の
へ上

の
鐘か
ね

、
梺ふ
も
と

に
は
和
田
ケ
原
あ
り

太
孝
山
ハ
越
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武
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つ
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の
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浪
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へ
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し
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五
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き
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浪
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る
か
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亀
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（
表
紙
）

「　�（
題
簽
）

　 

「
関
取
名
勝
図
絵
　
　
虎
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
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垣
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右
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る
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、
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、
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な
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、
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ら
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こ
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に
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、
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、
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に
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、
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、
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、
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、
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雀
、
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し
ろ
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玄げ
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也
、
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よ
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亥ゐ
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十
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を
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三さ
ん
や
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の
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ろ
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く
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し
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に
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ん
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す
、
上
に
八
幡
の
幣へ
い

を
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つ

、
弓ゆ

の
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や

・
矢や

の
宮
・
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る

の
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、
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、
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、
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の
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け
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や
ま

物
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を
な
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勝か
ち
す
ま
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角
力
に
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る
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を
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す
、
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を
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ち
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ろ
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の
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え
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る
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し
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の
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じ
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け

の
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も
と

よ
り
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う
や
ま

俵
山
の
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も
と

迄
一い
ち
め
ん面

の
海う
ミ

な
り
、
見け
ん
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つ

浪な
ミ

を
打う
つ

也
、
大

入
の
時
ハ
大お
ほ
な
ミ波

一
面
に
打
事
お
び
た
ゝ
し
、
本
中
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り

む
ら
か
り
出
て
是
を
せ
い
す
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��
黒
雲��

��
三
つ
鱗��

肥ひ
ご後

国く
に

高
瀬
の
里
梅
ケ
枝
の�

社や
し
ろ�

有
、
常
ニ

此
上
に
黒
雲
立た
ち
お
ほ覆

ひ
、
浦
風
に
な
び
く

と
云い

ふ
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う
が向

国く
に�

橘
た
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の
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垣
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内
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龍り
よ
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の
鱗う
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三
枚ま
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す
る
神か
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り
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是こ
れ

を
三
つ
鱗
の
社
と
い
ふ

��

君
ケ
嶽��

��

佐
渡
ケ
嶽��

��

雲
生
嶽��

肥ひ
ご
の後
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に

雲
生
嶽
ハ
高
根
山
に
つ
ゞ
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し
高か
う
さ
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也
、
多お
ほ

く
真
鶴
住す
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ふ
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に
濃

錦
里
有
り

佐
渡
ケ
嶽
ハ
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な
づ
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は
る
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松
の
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ゆ
る

君
ケ
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信し
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つ
し
ろ代

に
有
り
、
此
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よ
り
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つ

る
滝
の
水
、
終つ
ひ

ニ

境
川
の
流な
が
れ

ニ

入
る
と

い
へ
り

��

常
盤
山��

��

柏
戸��

��

滝
ノ
音��

常
盤
山
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肥ひ
ぜ
ん前

に
有
り
、
松
の
木
多
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神じ
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く木
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玉
垣
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に
有
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る
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、
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ケ
浜
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ろ
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高
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也
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依よ
り
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柏
戸
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云
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む
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伊

勢
海
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猫
又
と
成
て
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荒
飛
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挟け
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の
さ
と里

へ
出
て
今
此
柏
戸
の
関
に
と
ゝ
ま
る

滝
の
音
ハ
筑
羽（
波
）山

の
山
崎
ゟ
落
る
滝
也
、
東
関
の
古こ
せ
き跡

有
と
ぞ

��

荒
馬��

��

黒
柳��

宮
城
野
に
生お
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た
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荒
馬
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舟
橋
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今
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上
馬

成
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黒
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前
の
遠
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有
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追
手
風
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び
き
て
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大
木
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り
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御
用
木��
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玉
ケ
橋��
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桐
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豊ぶ
ぜ
ん前

ノ
国
乙
女
川
の
堤つ
ゝ
ミ

ニ

あ
る
御
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木
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玉
垣
の
内
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り
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り
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意
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四
明
ケ
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な
り

川
下
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玉
ケ
橋
有
り
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神か
ミ
よ代
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ま
ゝ
成
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玉
垣
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ゆ
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廻ま
ハ
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て
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の
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た
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る
さ
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有
り
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榊
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の
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ゞ
き
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て
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ケ
嶽た
け

の
西に
し

な
り
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此
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ゟ
荒
井
崎

見
ゆ
る

��

千
年
川��

��

猪
名
川��

猪ゐ
な名

川
の
水
上
ハ
高た
か
せ瀬

川
と
い
へ
り
、
左
り
ニ

関
谷
野
と
い
ふ
原は
ら

あ
り
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浦
風
に
吹

お
く
ら
れ
て
、
瀬せ

あ
し
の
早
き
流な
が
れ

也

此
川
つ
ゞ
き
ニ�

昔む
か
し�

大お
ろ
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の
ぬ
け
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で

し
跡あ
と

と
て
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大お
ろ
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潟か
た
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宮
城
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り
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す
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太た
い
こ鼓

櫓や
ぐ
ら

毎
朝
正
七
つ
時
よ
り
打
初
メ
、
夕
七
つ
時
に
終を
ハ

る
、
天て
ん
か
た
い
へ
い

下
泰
平
国こ
く

土と
あ
ん
ぜ
ん

安
全
と
打
也
、

梺ふ
も
と

に
庵い
ほ
り

あ
り
取と
り
く
ミ組

の
札
を
出
す

五い
つ
か
ら柄

太だ
い
こ鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
が
脱
カ
）

初し
よ
に
ち
ぜ
ん
じ
つ

日
前
日
に
町
々
へ
出
る
也
　
江え
と戸

太た
い
こ鼓

　
深ふ
か
ハ川

太
鼓
　
品し
な
が
ハ川

太
鼓

浅あ
さ
く
さ草

太
鼓
　
四よ
つ
や

ツ
谷
太
鼓
な
り

稽け
い
こ
だ
う

古
堂

相す
ま
ひ
と
し
よ
り

撲
年
寄
の
家
々
に
在あ

り
、
関せ
き
と
り鳥

・
前
鳥
迄
毎
朝
群む
ら
が

り
集
あ
つ
ま
り

て
修し
ゆ
ぎ
や
う行

す

本ほ
ん
そ
ん尊

八は
ち
ま
ん幡

大だ
い

菩ほ
さ
つ薩

也
、
真ま
な
か
な

中
成
る
砂す
な
や
ま山

の
頂
い
た
ゝ
き

に
幣へ
い

を
立た
て
お
き置

、
清き
よ

め
の
塩し
ほ

・
力ち
か
ら

の
水ミ
づ

む
ら
か
る
鳥と
り

是こ
れ

を
い
た
ゝ
く

張は
り
あ
ゐ

合
井
　
面お
も
し
ろ
ゐ

白
井
　
あ
せ
の
水
わ
き
出
る
事
お
び
た
ゝ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
火
の
出
る
事
あ
り

　
　
　
　
　
談
洲
楼

撰
者
　
　
　
　
　
立
　
川
　
焉
　
馬
（
紋
）　

　
　
　
　
　
国
貞
改

画
工
　
　
　
　
　
一
陽
斎
　
豊
　
国
（
紋
）

相す
ま
ひ撲

名め
い
し
よ所

図ず
ゑ絵

　
二
編
　
近
刻

　
　
　�

立
川
焉
馬
編

当た
う
せ
い世

相す
ま
ひ撲�

金こ
ん
が
う
で
ん

剛
伝
　
全
二
冊

　
　
　�

国
貞
改

　
　
　
　
　�

歌
川
豊
国
画

当た
う
せ
い世

相す
ま
ひ撲

東
西
一
百
人
の
肖せ
う
ぞ
う像

を
あ
ら
ハ
し
、
各
生
国
・
師し
し
や
う匠

の
名
よ
り
し
て
、

是
迄
の
改か
い
め
い名

を
く
ハ
し
く
あ
げ
、
又
、
末す
ゑ

ニ

団う
ち
ハ扇

等と
う

を
こ
と
〴
〵
く
生し
や
う

写う
つ

し
に
な

し
て
、
聊い
さ
ゝ

か
た
が
ふ
事
な
し
、
相
撲
好ず

き
の
君く
ん
し子

か
な
ら
ず
し
も
見
す
ん
バ
あ
る

べ
か
ら
ざ
る
冊
子
也

い
ろ

は
引�

俳は
い

字じ

袋ぶ
く
ろ

　
小
本
二
冊

俳
諧
に
用
ふ
へ
き
文
字
を
い
ろ
は
別
ニ

な
し
、
一
々
其
き
ら
ひ
を
加
へ
た
れ
ハ
俳
席

な
と
に
懐
中
し
て
至
極
重
宝
の
書
な
り

　
　
　
　
　�

　
　
　
　
　 ��

立
川
焉
馬
編

力
競

表
裏�

相す
ま
ひ撲

取と
り
く
み組

図づ
ゑ絵

　
　 ��

木
村
庄
之
助
校

　
　
　
　
　�

全
一
冊
　
　 ��

歌
川
国
貞
画

古
代
相
撲
の
絵
、
横
綱
の
人
々
の
肖
像
并
四
十
八
手
の
図
を
委
し
く
記
し
て
、
角
力

好
の
人
々
喜
の
一
巻
と
せ
り

（16）

　
　
　（
マ
マ
）

仕し
た
く
べ
や
や

度
部
谷

桟さ
じ
き敷

ケ
嶽た
け

の
後う
し
ろ

の
方か
た

ニ

有あ
り

、
関せ
き
と
り
あ
つ
ま

鳥
集
り
ゐ
る
谷た
に

な
り

中な
か
う
り売

村む
ら

此
村
の
人
々
手て

ぬ
ぐ
ひ
に
て
た
す
き
を
掛か

ケ
、
人ひ
と

の
肩か
た

を
踏ふ
ミ

て
商あ
き
な

ひ
を
な
す

名め
い
ぶ
つ物弁べ

ん
た
う当

　
す
し
　
酒さ
け

　
す
る
め
　
か
ま
ぼ
こ
　
く
だ
も
の

　
　（
マ
マ
）

板は
ん
か
う
べ
や

木
部
屋

帳ち
や
う
も
と
さ
ん

元
山
の
梺ふ
も
と

ニ

あ
り
、
一い
ち

名め
い

三ミ
か
ハ
や

河
谷
と
云
ふ
板は
ん
ぎ木

の
桜さ
く
ら

多
し
、
前ま
へ
と
り鳥

む
ら
か

り
て
勝し
よ
う
ぶ
づ
け

負
漬
を
あ
ら
そ
ふ

名め
い
ぶ
つ物番ば

ん
づ
け漬

　
勝し
よ
う
ぶ
つ
け

負
漬

行ぎ
や
う
じ
た
ま
り

司
溜
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　� 

（
マ
マ
）

土と
へ
う
ざ
ん

俵
山
の
梺ふ
も
と

に
あ
り
、
此
里
人
惣
上
下
ニ

て
出し
ゆ
ん
き
ん勤

ス

名め
い
ぶ
つ物差さ

し
き切

り
の
団う
ち
ハ扇

　
見ミ
き
り切

の
水ミ
づ
い
り入

　
い
た
み
の
眼め
が
ね鏡

　
立た
ち
こ
ミ込

の
袷あ
ハ
せ

上う
ハ
く
つ屈

の
足た
び袋

　
下し
た
く
つ屈

の
中
ぬ
き

相す
ま
ひ
た
ま
り

撲
溜
里
　
名
物
　
ま
と
ふ
梨な
し

　
ひ
き
桐き
り

土
俵
山
の
東
西
に
あ
り
、
す
ま
ひ
鳥と
り

勝か
ち
き木

に
集
あ
つ
ま
り

居ゐ

る
里さ
と

也

し
こ
踏ふ
ミ
い
し石

　
塵ち
り
て
う
づ

手
洗
　
立た
ち
あ
ひ合

の
辻つ
ぢ

　
何
れ
も
古こ
せ
き跡

な
り

○
畳た
ゝ
ミ

加か

田た

　
土ど
ま
か
た

間
加
田
　
桟さ
じ
き
か
た

敷
加
田
　
太た
い
こ鼓

加か
だ田

此
田た

の
く
ろ
に
は
た
ら
木き

多お
ほ

く
繁し
げ

る
也
、
呑の
ん
た
ら
ふ

太
蝋
と
い
ふ
蝋ら
ふ
そ
く燭

を
商あ
き
な

ふ
者も
の

多
し

木き
ど戸

の
関せ
き

御お
や
く役

山や
ま

の
梺ふ
も
と

に
建た
て

し
関せ
き

也
、
堅け
ん
ご固

に
し
て
切き
つ
て手

な
き
も
の
壱い
ち
に
ん人

も
通と
ほ

す
事こ
と

な
し
、

組く
ミ
か
し
ら頭

其
外
年と
し
よ
り寄

出し
ゆ
つ
や
く役

な
り
、
裏う
ら
き
ど
で

木
戸
出
ば
か
り
を
ゆ
る
す
関
に
て
壱
人
役
也

大お
ほ
ふ
だ
ば

札
場

毎ま
い
あ
さ朝

桟さ
じ
き
か
た

敷
方
・
土ど
ま
か
た

間
方
へ
切き
つ
て手

を
出
す
役
所
也
、
年と
し
よ
り寄

・
帳ち
や
う
も
と元

出し
ゆ
つ
き
ん勤

、

晴せ
い
て
ん
ふ
だ

天
札
持も
ち
き
た来

る
者
ハ
此
所
ニ

て
切
手
と
替か
へ

通つ
う
よ
う用

す

新し
ん
ふ
だ
ば

札
場

諸し
よ
け
ん
ぶ
つ

見
物
此
所
ニ

て
切
手
を
買か
ひ
と取

り
て
木
戸
の
関
を
通
る

出
役
年と
し
よ
り寄

な
り
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太た
い
こ鼓

櫓や
ぐ
ら

毎
朝
正
七
つ
時
よ
り
打
初
メ
、
夕
七
つ
時
に
終を
ハ

る
、
天て
ん
か
た
い
へ
い

下
泰
平
国こ
く

土と
あ
ん
ぜ
ん

安
全
と
打
也
、

梺ふ
も
と

に
庵い
ほ
り

あ
り
取と
り
く
ミ組

の
札
を
出
す

五い
つ
か
ら柄

太だ
い
こ鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

が
脱
カ
）

初し
よ
に
ち
ぜ
ん
じ
つ

日
前
日
に
町
々
へ
出
る
也
　
江え
と戸

太た
い
こ鼓

　
深ふ
か
ハ川

太
鼓
　
品し
な
が
ハ川

太
鼓

浅あ
さ
く
さ草

太
鼓
　
四よ
つ
や

ツ
谷
太
鼓
な
り

稽け
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だ
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堂
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ま
ひ
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よ
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撲
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の
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と
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・
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朝
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が
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り
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修し
ゆ
ぎ
や
う行

す
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そ
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八は
ち
ま
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菩ほ
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也
、
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成
る
砂す
な
や
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の
頂
い
た
ゝ
き
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い

を
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お
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、
清き
よ
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の
塩し
ほ

・
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か
ら

の
水ミ
づ
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る
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り
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れ
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ゝ
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西
一
百
人
の
肖せ
う
ぞ
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を
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ら
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、
各
生
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・
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し
や
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の
名
よ
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し
て
、

是
迄
の
改か
い
め
い名

を
く
ハ
し
く
あ
げ
、
又
、
末す
ゑ

ニ

団う
ち
ハ扇

等と
う

を
こ
と
〴
〵
く
生し
や
う

写う
つ

し
に
な

し
て
、
聊い
さ
ゝ

か
た
が
ふ
事
な
し
、
相
撲
好ず

き
の
君く
ん
し子

か
な
ら
ず
し
も
見
す
ん
バ
あ
る

べ
か
ら
ざ
る
冊
子
也

い
ろ

は
引�

俳は
い

字じ

袋ぶ
く
ろ

　
小
本
二
冊

俳
諧
に
用
ふ
へ
き
文
字
を
い
ろ
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其
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と
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古
今

秀
句�

落お
と

し
は
な
し

　
　�
　
　
新
刻
画
入
一
冊

此
冊
子
ハ
古
今
俳
諧
の
秀
句
、
種
に
せ
し
新
作
の
落
し
は
な
し
に
て
、
元
よ
り
勧
善

懲
悪
の
を
し
へ
に
ち
か
く
、
幼
童
の
成
気
を
覚
す
に
妙
也
、
禁
句
さ
し
合
な
ら
て
御

手
玉
ニ

も
相
成
、
面
白
き
本
也

教
訓

画
入�

幼を
さ
な稚

千せ
ん

字じ

文も
ん

　
　
　
　�

中
本
一
冊

此
書
ハ
忠
孝
を
は
じ
め
と
し
て
、
専
ら
童
子
の
を
し
へ
と
な
る
べ
き
文
字
を
千
文
に

つ
ゝ
り
、
一
々
講
釈
を
加
へ
た
る
絵
入
の
小
冊
な
り
、
稚
き
輩
常
ニ

熟
覧
し
て
有
益

広
大
な
る
べ
し

天
保
十
六
年
乙
巳
正
月
新
鎸

　
　
　
　
　
　
南
伝
馬
町
壱
丁
目

東
都
書
肆
　
　
　
　
頂
恩
堂
　
本
屋
又
助
梓


